




は じ め に 

 

 （社）日本中小型造船工業会では、我が国造船業・舶用工業の振興に資するために、日本財

団からボートレースの交付金による助成金を受け、（財）日本船舶技術研究協会の協力のもと、

「船舶関連海外情報収集及び海外業務協力」事業を実施しております。その一環としてジェト

ロ関係海外事務所を拠点として海外の海事関係の情報収集を実施し、収集した情報の有効活用

を図るため各種報告書を作成しています。 

本書は、（社）日本中小型造船工業会と日本貿易振興機構（ジェトロ）が共同で運営してい

るジェトロ・シンガポールセンター船舶部（矢頭康彦所員）が、タイ国におけるエネルギー海

上輸送の安全性向上を図るためのタイ国内での船舶建造計画に関して調査を行ったものです。 

 タイ国では年間 33,170,000KL（91,000KL／日）の石油を消費し、石油消費量の約 55％が

海上輸送されておりますが、タイ国でのエネルギー海上輸送を担うタンカー（2011 年現在で

207 隻）平均船齢 24 年と老朽船が大半を占め、船齢 20 年以上のタンカーは 134 隻で全体の

65％におよび、その安全性と海上汚染が懸念されているところです。 

このような状況下において、運輸省海事総局（Marine Department）は海事産業振興政策

として内航海運振興と造船産業振興を推進している中で、IMO による海上汚染防止条約の内

航船舶への適用、2014 年の発効を決定いたしました。この規則発効に伴い、現在船齢 20 年

以上のタンカー134 隻は運航が不可能となります。この状況を改善するため、運輸省、工業省

及びタイ造船・修繕工業会は、沿岸輸送振興と造船産業振興策の一環として今後 5 年間で船

齢 25 年を超える 110 隻の内航タンカー近代化計画を作成し、海事産業振興委員会

（Maritime Promotion Commission／委員長はタイ国首相）に実施計画を提出し、その推進

検討が承認されました。 

現在、財務省の審査作業を経て、海事産業振興委員会の承認後、閣議決定の予定で計画を推

進しているところであり、工業省、造船・修繕工業会及び船主協会（タンカー運航船社）は本

計画を推進するための委員会を設立し、建造計画に関わる協議を開始したところであります。 

現在、タイ国で運航されているタンカーはその大部分が日本建造の中古船舶であり、その仕

様と性能がタイ国沿岸輸送に適していると評価されており、本計画を推進する上で日本造船・

舶用産業の協力が期待されております。 

 本調査では、このような状況を踏まえ、タイ国におけるエネルギー海上輸送の実情を調査し、

エネルギー海上輸送の安全性向上を図る船舶建造計画を検討するとともに、タイ国海運・造船

業の発展につながる経済協力のあり方を検討いたしました。 

本調査が、タイ国経済の発展と環境保全に寄与するとともに、当該地域にご関心をお持ちの

方々にご活用頂ければ幸いです。 

 

                 ジェトロ・シンガポールセンター船舶部 

            （社団法人日本中小型造船工業会共同事務所） 

 ディレクター 矢頭 康彦 
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1．タイ概要  

 

表 1 タイ概要  

国・地域名  タイ王国  Kingdom of Thailand 

面積  513,115 平方キロメートル（日本の約 1.4 倍）  

人口  6,388 万人（2010 年、出所：NESDB）  

首都  

バンコク（タイ語名：クルンテープ・マハナコーン）  

人口 572 万人（2007 年、国家統計局）  

言語  タイ語  

宗教  

人口の約 95％が上座部仏教、その他イスラム教（4％）、キリ

スト教（0.6％）など  

 

 

1.1 経済動向  

 JETRO 調査によれば、2010 年のタイ経済はリーマン・ショックから急速に回復し、

順調な経済成長を達成した。輸出は 2009 年第一四半期を底にして、世界経済の回復

や FTA の進展などに伴い前年比 28.1％増となった。外資企業による 2010 年の投資認

可額は、経済回復により最大の投資国である日本をはじめ大きく増加した。2010 年 4

～5 月に大規模な騒乱が起こり、また 2011 年 7 月に行われた下院総選挙で野党が大

勝、政権が交代するなど政治的には安定性に欠ける状況が続いている。しかし、貿易・

投資などを通じた日タイのつながりは強固なものがあり、投資先としての魅力は衰え

ていない。  

 2010 年の実質 GDP 成長率は、世界経済の後退により影響を受けた 2009 年の 2.3％

のマイナス成長から一転し、7.8％のプラス成長となった。自動車産業を中心に製造業

の回復が著しく、第一四半期の成長率は前年同期比で 12.0％となった。その後、四半

期ごとの成長率は鈍化したものの、2010 年通年ではアジア通貨危機後で最も高い成長

率を達成した。内外需要の増加に伴い国内消費、輸出が増加したほか、民間投資も活

発であったことが主因である。  

 世界経済の回復により自動車産業の集積が再び進んでいるタイでは自動車の生産台

数が大幅に増加した。2010 年の自動車生産台数は前年から 64.6％増加し、過去最高

の約 165 万台となった。また、国内自動車販売も好調に推移し、2009 年から約 45.6％

増加し、過去最高の 80 万台を突破した。新型モデルの投入や農産品価格の高値安定

による農業従事者所得の増加などがその背景としてあげられる。  
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1.2 経済指標  

 

表 2 タイ経済指標  

区   分  2008 年  2009 年  2010 年  

実質 GDP 成長率（％）  2.5 -2.3 7.8

名目 GDP 総額   ドル（単位：100 万）  272,578 263,711 318,908

一人あたりの GDP（名目）  ドル  4,300 4,151 4,992

消費者物価指数（基準年 2007 年）  105.4 104.5 108.0

経常収支（国際収支ベース）ドル  

             （単位：100 万）  
2,157 21,866 14,837

貿易収支（国際収支ベース）ドル  

             （単位：100 万）  
-371 19,388 14,083

外貨準備高   ドル（単位：100 万）  108,661 135,483 167,530

対外債務残高   ドル（単位：100 万）  76,102 75,307 96,913

為替レート  （期中平均値、対ドルレート）  33.3133 34.2858 31.6857

通貨供給量伸び率（％）  9.2 6.8 10.9

輸出額  - ドル（単位：100 万）  177,778 152,422 195,314

対日輸出額  - ドル（単位：100 万）  20,094 15,723 20,413

輸入額  - ドル（単位：100 万）  179,225 133,688 182,418

対日輸入額  - ドル（単位：100 万）  33,534 25,024 37,854

直接投資受入額  - ドル（単位：100 万）  7,543 4,495 4,986

出典：国家経済社会開発庁（NESDB）  
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 出典： IMF 

図 1 GDP 推移  

 

 2011 年も 2010 年に引き続き経済は堅調に推移している。2011 年 1～3 月期の実質

GDP 成長率は、前年同期比 3.0％となった。世界経済の回復による輸出の拡大、観光

部門の拡大、民間投資の増加、農業従事者の所得増加による国内需要の拡大が貢献し

た。また、東日本大震災によるサプライチェーンへの打撃により、タイの自動車産業

を中心に製造業では部品などの調達不足の状態に陥り、減産を余儀なくされるなどの

影響が出たものの、当初想定した時期よりも早く通常操業に戻る企業もみられた。タ

イ国家経済社会開発庁（NESDB）は 2 月に発表した 2011 年の経済成長率見通しを 5

月においても 3.5～4.5％増で据え置いた。  

 

 

 

 出典： IMF 

図 2 一人当たり GDP 推移  
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1.3 輸出入  

 2010 年の貿易（通関ベース）は、世界経済の急速な回復に伴いタイ経済も急速に回

復し、輸出入ともに増加した。輸出は前年比 28.1％増の 1,953 億 1,160 万ドル、輸入

は 36.5％増の 1,824 億 650 万ドルとなり、貿易収支は 129 億 510 万ドルの黒字とな

った。輸出、輸入とも多くの品目で増加に転じた。輸出について品目別にみると、最

も金額が多かったのは、コンピュータ・同部品で 188 億 3,670 万ドル、次いで自動車・

同部品 177 億 1,330 万ドル、宝石・宝飾品 116 億 5,190 万ドルとなった。コンピュー

タ・同部品は 17.6％増となったが、中国向けが同品目全体の 4 分の 1 以上を占めてお

り、また中国向け輸出の中でも同品目が最大となっている。  

 自動車・同部品の輸出額は 2010 年に過去最高となった。タイの自動車産業界には、

生産、販売両面で日系メーカーほか、フォードや GM といった欧米系メーカーなど多

くの企業が集積している。タイ自動車産業連盟（TAIA）によると、自動車産業に携わ

る企業は約 2,400 社存在し基幹産業として同産業がタイ経済に与える影響は大きい。

自動車・同部品の輸出先をみると、最も輸出額が大きいのがオーストラリアの 32 億

1,680 万ドルで、全体に占める割合は 18.2％となった。特にバン・ピックアップトラ

ックの輸出が大きい。続いてインドネシアの 17 億 8,450 万ドルとなっている。また、

増加率が高かったのは、チリ（8.8 倍）、ロシア（5.9 倍）、イギリス（2.8 倍）であ

った。世界最大の輸出量をほこるコメは、輸出量は前年比 11.6％減、金額は 2.3％減

となった。  

 輸出額を国別にみると、1位は中国で 214億 7,320万ドル、2位は日本で 204億 1,570

万ドル、3 位は米国で 202 億 40 万ドルとなった。輸入を品目別にみると、最も金額

が多かったのは、原油で 239 億 530 万ドル（前年比 25.1％増）、次いで産業機械・同

部品 167 億 2,600 万ドル（38.5％増）、化学品 125 億 8,620 万ドル（45.2％増）とな

った。国別では、日本からの輸入が 378 億 5,610 万ドルと最も多く、次に中国が 242

億 3,940 万ドル、マレーシア 107 億 890 万ドルと続いた。輸入は 917 億 2,490 万ドル

（29.1％増）となり、日本が輸入全体の 18.5％を占める 169 億 2,210 万ドル（17.8％

増）で 1 位、中国、米国がそれぞれ 31.3％増、32.6％増と日本を上回る増加率で拡大

している。  
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表 3 タイの主要品目別輸出入  

 （単位：  100 万バーツ、％）  

区  分  

輸出（FOB）  

区  分  

輸入（CIF）  

2009 年 2010 年  2009 年  2010 年  

金額  金額  構成比 伸び率 金額  金額  構成比 伸び率

コンピュータ・同部品  

自動車・同部品  

宝石・宝飾品  

電子集積回路  

天然ゴム  

精製燃料  

ゴム製品  

ポリエチレンなど  

化学製品  

コメ  

16,017.4 

11,120.7 

9,761.3 

6,444.6 

4,305.8 

5,428.4 

4,487.6 

4,457.2 

4,466.1 

5,046.5 

18,836.7 

17,713.3 

11,651.9 

8,066.2 

7,896.0 

7,071.9 

6,434.0 

6,343.6 

5,778.3 

5,341.1 

9.6

9.1

6.0

4.1

4.0

3.6

3.3

3.2

3.0

2.7

17.6

59.3

19.4

25.2

83.4

30.3

43.4

42.3

29.4

5.8

原油  

産業機械・同部品  

化学品  

電気機械・同部品  

鉄・鉄鋼   

集積回路基板  

宝石・地金銀  

コンピュータ・同部品  

金属くず・スクラップ  

自動車部品  

19,113.7 

12,073.8 

8,667.8 

9,394.2 

7,383.5 

8,105.9 

5,477.2 

6,827.5 

4,747.4 

3,374.6 

23,905.3 

16,726.0 

12,586.2 

12,162.5 

11,727.8 

10,764.5 

9,877.4 

8,145.4 

7,512.2 

5,912.6 

13.1

9.2

6.9

6.7

6.4

5.9

5.4

4.5

4.1

3.2

25.1

38.5

45.2

29.5

58.8

32.8

80.3

19.3

58.2

75.2

合計（その他含む） 152,426.3 195,311.6 100.0 28.1 合計（その他含む） 133,663.4 182,406.5 100.0 36.5
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表 4 タイの主要国・地域別輸出  

（単位：100 万バーツ、％）  

出典：タイ商務省  

区  分  

輸出（FOB）  輸入（CIF）  

2009 年  2010 年  2009 年 2010 年  

金額  金額  構成比 伸び率 金額  金額  構成比  伸び率

アジア  

アセアン  

シンガポール    

マレーシア   

インドネシア   

フィリピン   

その他アセアン  

日本  

香港   

中国   

台湾   

韓国   

インド  UAE 

その他アジア  

92,833.4 

32,489.7 

7,573.8 

7,662.9 

4,667.3 

3,021.9 

9,563.7 

15,723.7 

9,484.0 

16,119.4 

2,251.0 

2,818.9 

3,223.8 

2,459.5 

8,263.4 

122,842.9

44,333.9

9,009.5

10,566.7

7,346.6

4,886.1

12,525.1

20,415.7

13,131.8

21,473.2

3,230.7

3,609.9

4,393.6

2,843.6

9,410.5

62.9

22.7

4.6

5.4

3.8

2.5

6.4

10.5

6.7

11.0

1.7

1.8

2.2

1.5

4.8

32.3

36.5

19.0

37.9

57.4

61.7

31.0

29.8

38.5

33.2

43.5

28.1

36.3

15.6

13.9

97,569.1

24,699.0

5,724.0

8,574.7

3,800.5

1,783.2

4,816.6

25,023.4

1,730.4

17,028.9

4,797.5

5,421.8

1,727.6

6,666.6

10,473.8

133,416.5 

30,327.5 

6,294.2 

10,708.9 

5,675.8 

2,375.4 

5,273.2 

37,856.1 

1,817.5 

24,239.4 

6,815.5 

8,056.5 

2,252.7 

8,654.9 

13,396.3 

73.1 

16.6 

3.5 

5.9 

3.1 

1.3 

2.9 

20.8 

1.0 

13.3 

3.7 

4.4 

1.2 

4.7 

7.3 

36.7

22.8

10.0

24.9

49.3

33.2

9.5

51.3

5.0

42.3

42.1

48.6

30.4

29.8

27.9

米国  16,661.3 20,200.4 10.3 21.2 8,373.2 10,675.3 5.9 27.5

EU（15 カ国） 英国  

 オランダ  

 ドイツ  

 その他  EU 

16,059.6 

3,237.0 

3,123.8 

2,626.4 

7,072.4 

19,216.5

3,658.5

3,643.9

3,302.2

8,611.9

9.8

1.9

1.9

1.7

4.4

19.7

13.0

16.6

25.7

21.8

11,682.9

1,767.4

825.2

3,430.7

5,659.6

13,278.1 

1,907.9 

952.4 

4,629.3 

5,788.5 

7.3 

1.0 

0.5 

2.5 

3.2 

13.7

8.0

15.4

34.9

2.3

オーストラリア  8,578.6 9,369.6 4.8 9.2 3,787.4 5,895.9 3.2 55.7

その他  18,293.5 23,682.2 12.1 29.5 12,250.8 19,140.8 10.5 56.2

合計  152,426.3 195,311.6 100.0 28.1 133,663.4 182,406.5 100.0 36.5
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 出典： IMF 

図 3 国際収支推移  

 

 

1.4 タイ FTA（EPA 含む）  

 2010 年にタイは ASEAN+1FTA の枠組みで、インド、オーストラリア（豪州）・

ニュージーランド（NZ）の 2 つの FTA を正式に発効させた。これによりタイは、日

本、中国、韓国と合わせて 5 つの＋１FTA を完成させた。また、日本、インド、豪州、

NZ との間では、ASEAN の枠組みでの FTA に加え 2 国間の FTA があり、これでタ

イの FTA 締結相手国は、ASEAN 域内に加え、日本、中国、韓国、インド、豪州、NZ 

の計 15 カ国となった。  
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表 5 タイの主な 2 国間 FTA 交渉などの動向  

相手国・地域  現    状  

 

豪州  

05 年 1 月 1 日発効。全関税品目の 49％（豪は 83％）の関税を撤廃、

段階的に関税を撤廃し、2025 年（豪は 2015 年）にはすべての関税を

撤廃。  

ニュージーランド 05 年 7 月 1 日発効。豪州との FTA をモデルとしている。  

 

中国〔注〕  

ASEAN 中 FTA 枠組み協定の下、EH を実施。03 年 10 月から HS07

－08 類（野菜、果物）、04 年 1 月以降 01-06 類（農産物）で関税撤廃

および引き下げ開始。EH 以外の関税引き下げは 2005 年 7 月 20 日か

ら開始。ノーマルトラック 1 対象品目は 2010 年 1 月 1 日関税撤  廃済。

2010 年 10 月 28 日にはリ・インボイス条項が含まれた第 2 修正議定

書に署名。  

 

インド  

04 年 9 月 1 日から家電製品・自動車部品など 82 品目の関税引下げを

先行して実施した（2006 年 9 月までに  関税撤廃完了）。全体の協定

については一旦はほぼ交渉は終了したものの、サービス・投資も含め

再交渉中。  

 

日本  

05 年  9 月に基本合意。07 年  4 月署名、2007 年 11 月発  効。物品貿

易に加え、サービス貿易、投資、人の移動、知的財産など幅広い分野

での協定。  

 

ペルー  

03 年 10 月に枠組み協定を締結。2005 年 11 月にアーリーハーベスト

議定書署名。双方とも対象品目の 70％の関税を先行して撤廃する。た

だし、譲許表を HS2002 から HS2007 に変更する作業が生じ未発効で

あったが、2009 年 11 月 13 日にアーリーハーベスト第 2 議定書に署

名。2011 年 11 月発効を目指す。  

 

バーレーン  

02 年 12 月に枠組み協定を締結。626 品目のアーリー  ハーベスト（関

税先行引下げ、EH）は未実施。関税同盟である湾岸協力会議（GCC）

との兼ね合いもあり中断。  

 

米国  

04 年 6 月に本交渉開始。農産物やサービス分野、医薬品などに関わる

知的財産権などで国内産業への影響  を懸念する声が出た。米国側が

クーデター後の暫定政権とは交渉を行わないことを表明。 2007 年 7

月にシュワブ USTR 代表が交渉中止を明言。  

欧州自由貿易  

連合（EFTA）  

05 年 10 月、第 1 回交渉を実施も、以降クーデターにより暫定政権下

で交渉は中断。  

 

韓国〔注〕  

2006 年 8 月に署名、2007 年 6 月にタイを除き発効。以降、韓国とタ

イとで個別交渉、128 品目についてタイ側輸入関税削減・撤廃の先延

ばしで交渉妥結。この結果、タイは AKFTA 加入議定書に 2009 年 2

月 27 日に  署名。タイは、対 ASEAN 域内で 2009 年 10 月 1 日発効、

対韓国で 2010 年 1 月 1 日に発効。  

出典：JETRO-BKK 
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 FTA を締結している 15 カ国向け輸出での利用率は、32.8％と初めて 30％を超えた。

ASEAN 自由貿易地域（AFTA）では、2010 年 1 月に ASEAN 先行加盟 6 カ国（タイ、

マレーシア、インドネシア、フィリピン、ブルネイ、シンガポール）の間でほぼすべ

ての関税が撤廃された。2010 年 8 月の政府の発表では、先行加盟 6 カ国で品目ベー

スの 99.65％の関税が撤廃されている。  

 AFTA を利用した輸出上位品目は、貨物自動車、乗用車排気量（1000cc 超～3000cc 

以下のガソリンエンジン）、窓・壁掛け用エアコンとなった。 2010 年 1 月には、

ASEAN・中国自由貿易協定（ACFTA）において、中国と ASEAN 先行加盟 6 カ国と

の間でノーマルトラック対象品目の約 97％、全品目の 89％以上で関税が撤廃された。

その結果、タイの中国向け輸出での FTA 利用率は 2009 年の 24.8％から 2010 年には

34.4％に拡大した。    

 

 

1.5 直接投資  

 タイ投資委員会（BOI）によると、2010 年のタイへの直接投資（認可ベース、外国

資本 10％以上の案件）は、2009 年（614 件、1,420 億 7,740 万バーツ）と比較して、

件数で 39.4％増の 856 件、金額で 96.5％増の 2,792 億 3,290 万バーツとなった。部

門別の投資認可件数および金額をみると、7 つすべての部門において 2009 年より件数、

金額とも増加した。最も件数が多かった部門は機械・金属加工で、217 件だった。次

いで、電器・電子機器（189 件）、サービス・インフラ（188 件）、化学・紙（107

件）と続いた。最も件数の多かった機械・金属加工のうち、自動車部品製造が 79 件

と最も多く、次いで金属製品・部品製造が 44 件となった。  

 

 

表 6 タイの業種別直接投資<認可ベース＞  

 （単位：件、100 万バーツ、％）  

区   分  
2009 年  2010 年  

件数  金額  件数  金額  構成比  伸び率  

電気・電子機器  

機械・金属加工  

サービス・インフラ  

鉱業・セラミック  

化学・紙  

農水産業・農水産加工

繊維・軽工業  

108 

157 

165 

13 

63 

60 

48 

37,624.0

44,423.6

19,524.5

3,284.4

15,437.8

16,171.3

5,611.8

189

217

188

18

107

72

65

106,117.8

49,258.4

44,435.3

33,449.2

19,113.6

17,534.2

9,324.4

38.0 

17.6 

15.9 

12.0 

6.8 

6.3 

3.3 

182.0

10.9

127.6

918.4

23.8

8.4

66.2

外国直接投資計  614 142,077.4 856 279,232.9 100.0 96.5

出典：タイ投資委員会（BOI） 
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 国・地域別では、日本からの投資が 342 件、1,003 億 500 万バーツと最大になり、

全体の 35.9％を占めた。オランダからの投資が 257 億 8,000 万バーツと急増したが、

これは日立グローバルストレージテクノロジー（オランダ）の HDD 関連で約 155 億

バーツの投資があったことが大きい。2010 年は天然ガス発電、タイヤ、シームレスス

チールパイプで大型案件があったこともあり、173 億 1,200 万バーツと 2.5 倍に増加

した。2011 年 1～5 月の直接投資（認可ベース、外国資本 10％以上の案件）をみると、

359 件、1,162 億 3,900 万バーツの認可があった。前年同期比で件数が 20.5％増、金

額が 16.6％増とタイへの投資は引き続き活発に推移している。国・地域別で最も金額

が大きいのは日本で、188件、734億 4,400万バーツだった。前年同期比で件数が 69.4％

増、金額で 2.3 倍となった。金額ベースでは全体の 63.2％のシェアを占めている。次

いでシンガポール、英領バージン諸島、台湾と続いている。部門別でみると、サービ

ス・インフラが 407 億バーツ、機械・金属加工が 387 億バーツとなっている。  

 

 

表 7 タイ国・地域別対内直接投資  <認可ベース＞  

（単位：件、100 万バーツ、％）  

国  名  
2009 年  2010 年  

件数  金額  件数  金額  構成比  伸び率  

日本  

米国  

カナダ  

欧州  

オランダ  

英国  

ドイツ  

フランス  

スイス  

韓国  

中国  

台湾  

香港  

シンガポール  

オーストラリア  

インド  

マレーシア  

243 

37 

7 

135 

22 

21 

21 

17 

11 

31 

15 

32 

14 

49 

13 

17 

25 

58,905

25,591

667

16,210

3,751

1,943

1,071

772

2,748

6,278

7,009

5,341

1,001

14,699

676

3,680

6,389

342

48

4

159

23

15

31

20

19

51

28

40

30

62

17

13

39

100,305

6,204

112

74,512

25,780

564

2,587

2,618

8,981

2,573

17,312

4,503

13,012

19,170

6,081

1,740

4,808

35.9 

2.2 

0.0 

26.7 

9.2 

0.2 

0.9 

0.9 

3.2 

0.9 

6.2 

1.6 

4.7 

6.9 

2.2 

0.6 

1.7 

70.3

△  75.8

△  83.2

359.7

587.3

△  71.0

141.5

239.1

226.8

△  59.0

147.0

△  15.7

1,199.9

30.4

799.6

△  52.7

△  24.7

外国投資計  614 142,077 856 279,233 100.0 96.5

出典：タイ投資委員会（BOI）  
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1.6 日タイ間の貿易・投資  

 日本との関係を 2010 年の貿易額でみると、日本はタイの貿易額全体の 15.4％を占

め、最大の貿易相手国となっている。  

 輸出は 204 億 1,570 万ドル（前年比 29.8％増）、輸入は 378 億 5,610 万ドル（51.3％

増）とともに大きく増加した。品目別にみると、輸出ではコンピュータ・同部品（12

億 3,160 万ドル）、自動車・同部品（12 億 330 万ドル）、天然ゴム（10 億 9,150 万

ドル）の金額が大きかった。  

 輸入では、産業機械・同部品（71 億 2,620 万ドル）が最も大きく、鉄・鉄鋼（52

億 7,380 万ドル）、自動車部品（37 億 4,550 万ドル）がそれに続いた。前年比 82.3％

増と伸び率が大きかった自動車部品は、タイ国内自動車需要の拡大などを受け、タイ

に拠点を持つ完成車メーカーへの部品供給が伸びた。  

 2011 年 1～5 月の貿易額をみても、天然ゴムの国際価格の上昇による輸出金額の増

加を除くと、輸出入ともに品目に大きな変化はない。ただし、自動車部品が前年同期

比 12.9％増と伸び率を鈍化させている。震災により、タイへの部品供給に一部影響が

あり、完成車メーカーが減産せざるを得なくなったことが影響しているとみられる。  

 

表 8 タイの対日主要品目別輸出入  

（単位：100 万バーツ、％）  

区   分  

輸出（FOB）  

区   分  

輸入（CIF）  

2009 年  2010 年  2009 年  2010 年  

金額  金額  構成比 伸び率 金額  金額  構成比 伸び率

コンピュータ・同部品  1,013.0 1,231.6 6.0 21.6 産業機械・同部品  4,724.0 7,126.2 18.8 50.9

自動車・同部品   555.5 1,203.3 5.9 116.6 鉄・鉄鋼   2,977.0 5,273.8 13.9 77.2

天然ゴム   457.3 1,091.5 5.3 138.7 自動車部品   2,054.9 3,745.5 9.9 82.3

集積回路基板   888.6 960.5 4.7 8.1 電気機械・同部品  2,391.9 3,485.3 9.2 45.7

加工鶏肉   665.0 741.7 3.6 11.5 集積回路基板   2,400.7 2,891.8 7.6 20.5

水産物缶詰  547.0 588.0 2.9 7.5 化学品  1,885.7 2,770.7 7.3 46.9

プラスチック製品  451.3 567.4 2.8 25.7 金属くず・スクラップ  887.2 1,400.9 3.7 57.9

美容用、メーキャップ

用又は皮膚の  手入れ

用の調製品   

275.7 549.2 2.7 99.2 医療機器  918.1 1,365.9 3.6 48.8

その他電気機械・同部品  441.3 532.6 2.6 金属製品   763.2 1,143.0 3.0 49.8

産業機械・同部品  337.5 528.2 2.6 20.7 プラスチック製品  843.5 1,126.9 3.0 33.6

鉄・鉄鋼   377.6 480.0 2.4 56.5 雑貨   553.3 895.6 2.4 61.9

アルミ製品   405.5 456.4 2.2 27.1 宝石・地金銀   270.7 678.8 1.8 150.8

ポリエチレンなど  274.6 435.0 2.1 12.5 家電製品   358.6 541.2 1.4 50.9

ラジオ・テレビ受信

機・同部品  

227.6 429.8 2.1 58.4 半導体等  282.9 472.9 1.2 67.2

砂糖  241.1 228.4 1.1 88.9 コンピュータ・同部品 339.0 399.7 1.1 17.9

合計（その他含む）  15,723.7 20,415.7 100.0 △ 5.3 合計（その他含む） 25,023.4 37,856.1 100.0 51.3
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 拡大する両国間の貿易だが、日本向け輸出の経済連携協定（EPA）利用率は 3 年連

続で 20％台にとどまっている。日本では多くの品目で既に関税が撤廃されている、ま

たは関税自体が低くなっており、あえて EPA を使う必要がないことが理由にある。

WTO によると、2009 年の日本の関税撤廃品目比率は 53.7％で、韓国（15.8％）や中

国（7.5％）、オーストラリア（48.8％）に比べても撤廃品目比率が高い。特に、日本

では機械機器関連でその比率が高く、非電気機械（100％）、電気機械（96.4％）、

輸送機械（100％）となっている。  

 2010 年の日本からの投資は、342 件、1,003 億 500 万バーツ（前年比 70.3％増）と

なり、全体の 35.9％を占め、国別で最大となった。日本からの投資は自動車関連、電

気・電子機器関連での集積が多くなっている。BOI の統計には表れない一部サービス

産業（レストランやホテル、小売業など）の進出も相次いでおり、製造拠点として位

置付ける企業から、内需を狙う企業まで幅広い産業・企業がタイにおけるビジネスの

機会を模索している。  
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2．海事産業  

 

 タイ政府は経済発展、またその競合力を高めるため海上輸送を重要な鍵として位置

付けている。サービス効率の向上、生産コスト削減に寄与する輸送コストの縮小及び

複合輸送と物流振興戦略を推進する上で輸送システムの効率向上を図ること、また、

エネルギー戦略としてエネルギー消費削減と気候変動への影響を軽減する為に陸上輸

送から海上及び鉄道輸送へのモーダルシフト推進を図っている。  

 

2.1 運輸省海事局（Marine Department）  

 タイ運輸省海事局は国民の生活レベルの向上と貿易競合力の向上に繋がる海事シス

テム、輸送ネットワーク拡大、港湾、海運及び海事関連事業の強化を行う使命を担っ

ている。  

 海事局はマスタープラン（第 1 期）を策定し、現在は改定マスタープラン（第 2 期）

を実施中で 2011 年に完了予定である。海事振興委員会 ACT B.E.2521（1978）及び

B.E.2548（2005）に基づき、海事局は海事振興委員会の事務局としての役割の下で、

安全、清潔、効果的な海上交通振興を実践するとともに海事振興委員会で承認された

海事振興戦略の下で提案されたプロジェクトを他の関係機関と協調して実施している。 

 海事振興委員会は海事振興委員会議定書 B.E.2548 に従い、タイ首相を議長として

設立され、委員会は各省庁大臣と事務局長として海事局総局長で構成されている。  

 国家海事産業振興を成し遂げるためにタイ首相を長として海事振興委員会の下で６

つの委員会が設立されている。  

 

委員会  担当機関  

1）タイ籍船による海上輸送シェアの拡大  海事局  

2）沿岸・河川輸送の振興  海事局  

3）港湾開発  海事局  

4）造船産業振興  工業省  

5）船員教育の向上  海事局  

6）国際物流人材育成  海事局・OTP 

 

 委員会で実施されるプロジェクトは、短期、中期、長期として区分され、海事関連

事業者、関連分野への人材育成、安全と環境の向上、研究開発設備や技術移転等への

インフラ、資金、優遇税としての様々な対策やプロジェクトとなっている。  
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2.2 海運  

 タイ国海運業は 2009 年ロイド統計によれば国別船腹量で 2,714 千総トン、隻数 911

隻（世界 38 位）となっている。  

 

表 9 2009 年国別船腹量（総トン数、隻数）  

順位  国名  
千総トン  

（平均）  
隻数  

1 パナマ  
165,385 

（21,257）  
7,780 

2 リベリア  
74,091 

（29,530）  
2,509 

3 香港  
39,634 

（25,374）  
1,562 

16 日本  
12,989 

（2,139）  
6,071 

38 タイ  
2,714 

（2,979）  
911 

 世界総計  
757,922 

（7,266）  
104,305 

 出典：ロイド統計  

 

 

 東南アジア諸国の船腹量はロイド統計資料（2009）によると、シンガポールを除き、

総トン数ベースでは、インドネシア、マレーシア、フィリッピン、ベトナム、タイ、

カンボジアの順となっており、平均総トン数ベースではマレーシア（9,000GT）に次

いで 2 位（2,979GT）となっている。  

 

－ 15 －



 

 

 

 Marine

に増加し

大きな増加

 

西  暦

1997 

1998 

1999 

2000 

2001 

2002 

2003 

2004 

2005 

2006 

2007 

2008 

G
R
T

 x
 1

,0
0
0
 &

 N
o
s.

e Departm

ている。一

加は見られ

 
隻数

17

19

19

21

19

18

16

18

20

17

16

23

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

I

ment 資料

一方、液体

れていない

表 1

乾性貨物船

数  載

78 2,2

91 2,5

91 1,6

12 1,8

94 1,5

80 2,4

65 2,5

84 3,1

01 3,4

78 3,1

69 2,9

33 3,2

ndonesia M

図 4 東南

料によると

体貨物船は

いことより

0 タイ船

船  

貨重量  

201,437

525,422

648,127

878,320

598,210

431,000

531,310

138,659

422,495

156,439

985,169

255,691

Malaysia Philip

東南アジア

 

南アジア諸

乾性貨物船

は隻数の増

船型が小

船舶隻数・

液体

隻数  

86 

106 

71 

70 

137 

143 

139 

145 

158 

176 

178 

249 

ppines Vietna

ア諸国船腹量

諸国船腹量

船は過去数

加が顕著で

型化してい

載貨重量推

体貨物船  

載貨重

579,42

647,91

545,79

561,84

695,33

406,00

542,79

536,57

528,99

552,24

547,29

724,62

am Thailand

量 （2009）

GRT

Nos.

GRT  

 

数年間で載

であるが載

いる傾向に

推移  

量  隻

27 2

10 2

97 2

43 2

38 3

00 3

94 3

71 3

98 3

48 3

90 3

23 4

d Cambodia

Average

載貨重量及

載貨重量ベ

にある。  

総   計

隻数  載

264 2

297 3

262 2

282 2

331 2

323 2

304 3

329 3

359 3

354 3

347 3

482 3

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

a

G
R
T

 (
A

v
e
ra

g
e
)

 

及び隻数共

ベースでは

計  

載貨重量  

,780,864

,173,332

,193,924

,440,163

,293,548

,837,000

,074,104

,675,230

,951,493

,708,687

,532,459

,980,314

－ 16 －



 

 

 タイ船主協会（TSA：Thailand ShipOnwners Association）会員所有船舶データが

示すように、タイ国船隊はコンテナ、バルクキャリア―、一般貨物船は主に国際航海

に従事しており、内航輸送が主体のタンカーは一般貨物船、フェリーともども船齢が

高く、老朽化が進んでいる。  

 

表 11 タイ籍船舶内訳（2008）  

船  種  平均船齢  

総トン数  

（平均）  

載貨重量  

（平均）  

コンテナ船  16 6,038 4,209 

バルク船  20 6.038 4,209 

一般貨物船  28 10,679 7,321 

油槽船  24 3,167 2,059 

その他  30 2,270 1,929 

 出典：Marine Department 

 

2.3 造船産業  

 タイ政府は造船産業を単なる製造産業としてではなく、長期的な国のセキュリテイ

ーを担う重要なインフラの一部として位置付け、国際貿易の 90％以上を担う海上交通

サービスの強化に資する産業としてその振興を図っている。また、国家収入と雇用の

増大、鉄鋼、機械製造、部品製造、塗料、電気、舶用資材等種々の関連産業の振興を

も図れる造船産業の振興が海事産業振興委員会で協議されているところである。  

 タイ造船・修繕工業会（TSRA）の資料によれば、タイにおける造船所数は 260 社

である。タイ造船・修繕工業会に登録している造船所数は 28 社であり、資本金 2 千

万バーツ超のタイ造船所のうち 74％にあたる 20 社が対造船・修繕工業会に登録して

いる。また、2006 年のタイ国内造船所売上げ合計に占めるタイ造船・修繕工業会登録

造船所の割合は 91％であった。  
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表 12 タイ国造船所数内訳  

資  本 金  

（単位 100 万バーツ）  

造船所数  TSRA 登録造船所数  

＞100 3 3 

20～100 24 17 

＜20 51 8 

記載なし  182 －  

合計  260 28 

出典：タイ造船工業会  

 

 

 タイ造船修繕工業会資料によれば、2008 年の売り上げは 2003 年に比較し 421％の増

加となったが、主に海外向け輸出新造船の増加によるものである。2010 年売り上げは、

新造船 7,150 百万タイバーツ、修繕 4,180 百万タイバーツとなっている。タイの造船産

業は国内需要が少ないことのみならず国際競合力の面からもいまだ脆弱な状態にある。 

 

 

 出典：TSBA 

図 5 タイ造船工業会会員新造船売り上げ  
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 出典：TSBA 

図 6 タイ造船工業会会員修繕売り上げ  

 

 

 2008 年ロイド統計資料によれば、タイ建造船舶は 10 隻、総トン数 9,747 トン（平

均 975 総トン）と小型船で、総トン数ベースでは世界国別順位で 29 位である。  

 

 

表 13 国別新造船建造量（2008）  

順位  造船所  隻数  
総トン数  

（平均）  

1 中国  1,164 
22,538,098 

（19,363） 

2 日本  630 
19,028,251 

（30,204） 

3 韓国  531 
29,111,141 

（54,823） 

4 マレーシア  244 
123,693 

（507） 

5 インドネシア  241 
231,726 

（962） 

29 タイ  10 
9,747 

（975） 

 出典：ロイド統計  
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 造船産業を所管する工業省産業経済局（Office of Industrial Economics）は 2010

年に傘下の中小企業振興協会（ ISMED： Institute Small and Medium Enterprise 

Development）を通じてタイ造船産業と他の産業との比較調査を実施し、タイ造船産

業はその競合性において潜在力を有しているとの結果を得た。また、調査結果はタイ

経済や雇用拡大に寄与できる造船産業振興への造船産業が直面している課題の解決や

税制面での支援を政府に提言している。  

 タイ政府は造船業振興に関するマスタープラン（15 年）を 2007 年に策定し、重点

政策として進めており（1）造船工業団地政策は調査を終了、（2）造船人材教育政策

は ISMED を通じて、生産性の向上と併せ実施中である。（3）舶用機材の国産化政策

は現在チェラロンコン大学を通じて調査を進めており、2011 年 9 月に日本の舶用工業

を調査している。  
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3．石油産業  

 

 商務省によればタイ国石油製品生産能力は 2008年から一定で 2010年は 1日当たり

約 112 万バレル、生産量は 1 日当たり 105 万バレル、輸入量 8．5 万バレルと合わせ、

供給量は 113 万バレルである。国内消費量は 84 万バレル。供給量には輸出量も含ま

れているため消費量を上回るデータとなっている。石油消費量は過去 5 年間ほぼ一定

に推移しているが、輸出は増加している。  

 石油製品はチョンブリ県の石油精製所で行われている。石油製品の同地での積荷は

全体の 90％を超えているが、主な仕向け地はバンコクやその周辺又は東部沿岸地域で

あり、輸送は短距離である。南部地域のソンクラ、スラッタニに輸送される。また、

カンボジア等への輸出も小型タンカーによる輸送が行われている。  

 

 

表 16 会社別精製油量統計  

単位：バレル／日  

会社名  2006 年  2007 年  2008 年  2009 年  2010 年  

 ESSO 160,000 160,000 170,000 170,000 170,000

 BCP  120,000 120,000 120,000 120,000 120,000

 THAI OIL（TOC）   220,000 220,000 275,000 275,000 275,000

 FANG  2,500 2,500 2,500 2,500 2,500

 IRPC   215,000 215,000 215,000 215,000 215,000

 RAYONG REFINERY CO.,LTD. 145,000 145,000  

 STAR REFINERY CO.,LTD.   145,000 145,000 150,000 150,000 150,000

 RAYONG PURIFIER CO.,LTD. 17,000 17,000 17,000 17,000 17,000

 PTTAR    170,000 170,000 170,000

合   計  1,024,500 1,024,500 1,119,500 1,119,500 1,119,500

Source by : Department of Mineral Fuels 
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表 17 タイ石油生産量／輸入量／供給量  

バレル／日  

年  
石油生産  

生産量  輸入量  供給量  

2005 916,713 78,961 995,675 

2006 939,220 71,241 1,010,462 

2007 944,775 54,124 998,899 

2008 957,292 38,980 996,273 

2009 1,016,306 44,587 1,060,894 

2010 1,052,899 85,958 1,138,858 

出典 :  Department of Mineral Fuels 

 

表  18 タイ石油消費量／輸出量／需要  

バレル／日  

年  
石油生産  需要  

（消費量＋輸出量）消費量  輸出量  

2005 860,396 137,029 997,426 

2006 847,874 171,896 1,019,770 

2007 845,859 169,540 1,015,399 

2008 805,770 210,711 1,016,482 

2009 828,472 240,405 1,068,878 

2010 842,810 241,321 1,084,132 

出典  : Department of Mineral Fuels 

 

表 19 タイ原油生産量／輸入量／輸出量  

バレル／日  

年  
原油  

生産量  輸入量  輸出量  処理能力  

2005 183,377 827,701 65,580 909,197 

2006 204,199 829,300 65,441 925,497 

2007 213,408 804,242 52,045 920,759 

2008 228,828 811,560 45,863 925,432 

2009 237,941 803,361 41,066 936,633 

2010 241,801 816,201 29,956 961,763 

出典  :  Department of Mineral Fuels
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表 20 タイエネルギー生産・輸出入表  

バレル／日  

年  2005 2006 2007 2008 2009 2010 

 PRODUCTION           737,579 765,110 793,721 850,175 894,765 989,014

    CRUDE               113,890 128,950 134,563 143,935 154,041 153,174

    CONDENSATE        63,243 68,488 71,760 77,265 76,361 80,663

    NATURAL  GAS      411,849 422,782 451,905 499,246 537,370 630,858

    LIGNITE              123,422 109,599 100,152 98,959 96,072 100,584

    HYDRO               25,175 35,291 35,341 30,770 30,921 23,735

 IMPORT（NET）          979,920 978,121 997,646 951,993 922,035 1,001,977

    CRUDE               762,121 763,858 752,196 765,697 762,294 786,243

    CONDENSATE          

    PETROLEUM PRODUCTS  -51,047 -91,285 -105,481 -166,682 -193,992 -161,632

    COAL                 107,164 140,264 180,274 199,304 204,976 211,422

    ELECTRICITY        7,494 8,873 7,700 4,789 4,239 12,425

    NATURAL GAS        154,188 156,411 162,957 148,885 144,518 153,519

                           

 STOCK  CHANGE       -21,588 -17,339 -44,686 -35,953 -93,372 -47,279

                           

 CONSUMPTION          1,520,122 1,544,741 1,603,870 1,617,994 1,662,586 1,782,680

    PETROLEUM 

PRODUCTS  
689,418 673,786 666,775 633,720 642,701 652,464

    NATURAL  GAS      565,854 579,007 614,667 647,953 681,717 784,184

    COAL                 107,157 140,264 180,274 199,304 204,976 211,422

    LIGNITE              125,024 107,520 99,113 101,458 98,032 98,450

    HYDRO&IMPORTED ELE 32,669 44,164 43,041 35,559 35,160 36,160

 IMPORT/CONSUMPTION 64 63 62 59 55 56

 NON- ENERGY USE      218,965 215,829 232,183 220,127 247,586 255,590

出典：Ministry of Energy（Energy Policy and Planning Ofice，EPPO）  

  

－ 25 －



 

 

4．エネルギー輸送近代化計画  

 

 2009 年及び 2010 年に当センターで実施した「アジア地域における RoRo 船国際海上

輸送需要とタイ国経済協力に関する調査」及び「東南アジアの海上輸送能力確保のため

の支援策調査」の結果と提言を受けて、タイ海事局は 2010 年 12 月に開催された海事

産業振興委員会にエネルギー輸送近代化計画（沿海タンカー近代化計画）政策を提示し、

実施検討の承認を得て、海事局は作業委員会（海事局、財務省、工業省、船主協会、造

船工業会、 ISMED、ジェトロ）を設立し、現在実施計画案の策定を行っている。  

 運輸省海事総局は 2015 年に IMO タンカー規制（添付資料 1 シングルハルタンカ

ーフェーズアウト表参照）を国内法（添付資料 2 タイ国内法規参照）に適用するこ

とを決定し、現存の沿海タンカー、特に重質油を輸送する 600DWT 以上のタンカーは

2015 年よりダブルハル構造とする必要がある。  

 一方、荷主である石油会社、特に外国石油メジャーは国内輸送白油タンカーに対し

てもダブルハル構造を輸送契約の条件に取り入れていること、また、近隣諸国への輸

送サービスを実施していることより、その近代化が急務となり、計画実施のための政

府支援体制の形成が検討されている。  

 タイ籍タンカーは老朽化が進んでおり、下表着色部に示すように、規則発効の 2015

年に船齢 25 年以上になる 5,000DWT 未満のタンカー（白・黒含め）は 148 隻となっ

ている。  

 

表 21 船齢・サイズ隻数区分  

  

区  分  

載貨重量（DWT）  

計  

< 999 
1,000- 

1,999 

2,000- 

2,999

3,000- 

3,999

4,000- 

4,999

5,000- 

9,999

10,000- 

49,999 
>50,000

船
 

齢
 

0- 9 1 2 1 2 6 

10- 14 9 2 11 

15- 19 0 5 8 1 3 2 2 3 24 

20- 24 1 22 14 2 1 7 2 49 

25- 29 1 12 6 10 8 6 43 

30- 34 2 18 14 2 3 1 40 

35- 39 6 7 1 1 2 17 

40- 1 6 7 2 1 17 

  14 69 59 20 18 20 2 5 207 
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4.1 概要  

 現在、海事局、造船工業会はエネルギー輸送近代化計画プロジェクトを形成中で、

その概要は以下の通りである。  

（1） タイ海事振興委員会における戦略政策の一環として国内海運及び造船振興の

2 つを同時に推進することと位置付けた案件である。  

（2） 第 1 期（10 隻）はパイロットプロジェクトと位置付け、タイ国自身の自助努

力による船舶調達資金拠出と日本政府あるいはその関係機関による技術協力

を組み合わせた官民間一体による安定かつ安全なエネルギー輸送と環境保全

を目指したプロジェクトとする。  

（3） 第 2 期は第 1 期パイロットプロジェクトの結果を踏まえ、日本政府による円

借款プラス技術協力の要請をも想定している。  

 

4.2 プロジェクト実施計画案  

（1） 財務省は船舶融資資金助成の評価検討実施し、結果を海事振興委員会

（Maritime PromotioNCommission）へプロジェクト実施推薦の形で報告予定  

（2） 国営銀行は財務省との協議を踏まえ、船舶融資資金の調達を行う。  

（3） 本プロジェクト関連機関（海事局、工業省、ISMED、造船工業会、船主協会）

は作業委員会（WG 会議）の設立による実施計画を策定する。  

（4） 本プロジェクト実施計画策定に関し、日本からの技術協力支援を行う。  

（5） パイロットプロジェクトとして建造されるタンカーの仕様決定は日本の支援

を受ける。  

（6） 本プロジェクトで建造されるタンカーはタイ造船所で建造される。  
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図  8 タイ沿海タンカー航行区域  

 

 

表 22 タンカー隻数構成（4,000DWT 未満）  

載貨重量（DWT）  

隻数  
船齢  < 999 

1,000- 

1,999 

2,000- 

2,999 

3,000- 

3,999 

20- 24 1 22 14 2 39 

25- 29 1 12 6 10 29 

30- 34 2 18 14 2 36 

35- 39 －  6 7 1 14 

40- 1 6 7 2 16 

隻数  5 64 48 17 134 
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 船舶融資金利助成に関しては、融資資金並びに金利助成の予算化検討が財務省と参

画銀行により実施される予定である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 銀行船舶融資スキーム  

 

 

 現在、海事総局、タイ造船修繕工業会、船主協会が検討しているタンカー近代化計

画については、3,000KL 積みタンカーをモデル船として財務的内部収益率を検討し、

船舶融資、金利助成条件を検討しているところである。   

 船主は荷主（石油会社）の安全性の高い新造ダブルハルタンカーの要請を受け、新

造船投入により、長期にわたるより安定した輸送の確保、運航効率の改善、投入隻数

の減少、並びに海洋環境保全（省エネルギー・油流出防止・排出ガス削減）ができる

ことより、採算性の高い競合力のある船型の選択を期待している。  
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 L
td
. 

C
.P
. 
3
7
 

P
R
O
D
U
C
T
 

D
B
 

1
,7
9
4

 
 
 
 
 
 
 
 
2
,9
2
6

1
9
9
3
 

B
V
 

1
8
 

9
 

C
h
e
m
st
a
r 
S
h
ip
p
in
g
 C
o
.,
 

L
td
. 

B
A
N
G
K
O
K
 

S
T
A
R
 

C
H
E
M
 

- 
 
 
7
1
6

 
 
 
 
 
 
 
 
1
,2
5
7

1
9
8
8
 

- 
2
3
 

1
0
 

C
h
e
m
st
a
r 
S
h
ip
p
in
g
 C
o
.,
 

L
td
. 

C
M
 

T
A
N
T
A
W
A
N
 

- 
- 

 
 
1
,2
1
3

 
 
 
 
 
 
 
 
1
,7
5
2

1
9
8
4
 

- 
2
7
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 番
号
 

船
 
 
社
 

船
 
 
名
 

タ
イ
プ
 

船
体
 

総
ト

ン
数

載
貨

重
量
 

建
造
年
 

船
級
 

船
齢
 

1
1
 

D
e
lt
A
S
h
ip
p
in
g
 G
ro
u
p
 

C
o
.,
 L
td
. 

D
E
L
T
A
 3
 

- 
- 

8
4
9

 
 
 
 
 
 
 
 
1
,3
2
2

1
9
8
0
 

- 
3
1
 

1
2
 

D
e
lt
A
S
h
ip
p
in
g
 G
ro
u
p
 

C
o
.,
 L
td
. 

D
E
L
T
A
 7
 

- 
- 

9
9
2

 
 
 
 
 
 
 
 
1
,2
5
3

1
9
8
6
 

K
R
 

2
5
 

1
3
 

N
a
th
a
li
N
G
ro
u
p
 C
o
.,
 

L
td
. 

S
R
I 
K
R
A
B
I 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
9
8
5

 
 
 
 
 
 
 
 
2
,0
1
6

1
9
8
7
 

- 
2
4
 

1
4
 

N
a
th
a
li
N
G
ro
u
p
 C
o
.,
 

L
td
. 

S
R
I 

P
H
A
N
G
N
G
A
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
 
 
9
2
9

 
 
 
 
 
 
 
 
1
,9
9
9

1
9
8
7
 

- 
2
4
 

1
5
 

N
a
th
a
li
N
G
ro
u
p
 C
o
.,
 

L
td
. 

S
IR
I 
K
A
M
O
L
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
1
,3
7
9

 
 
 
 
 
 
 
 
2
,4
9
9

1
9
8
8
 

- 
2
3
 

1
6
 

N
a
th
a
li
N
G
ro
u
p
 C
o
.,
 

L
td
. 

S
IR
I 
T
H
A
N
A
 

- 
S
H
 

3
,1
0
4

 
 
 
 
 
 
 
 
4
,9
9
9

1
9
8
5
 

- 
2
6
 

1
7
 

S
ia
m
 M

o
n
g
k
o
l 
G
ro
u
p
 

C
o
.,
 L
td
. 

S
IA
M
 

R
A
P
E
E
P
A
R
N
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
 
1
,0
1
2

 
 
 
 
 
 
 
 
1
,9
7
0

1
9
8
9
 

- 
2
2
 

1
8
 

S
ia
m
 M

o
n
g
k
o
l 
G
ro
u
p
 

C
o
.,
 L
td
. 

S
IA
M
 

T
H
A
N
A
A
Y
A
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
1
,3
8
6

 
 
 
 
 
 
 
 
2
,4
9
0

1
9
8
6
 

- 
2
5
 

1
9
 

S
ia
m
 M

o
n
g
k
o
l 
G
ro
u
p
 

C
o
.,
 L
td
. 

S
M
 1
9
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
 
1
,0
4
1

 
 
 
 
 
 
 
 
1
,9
5
0

1
9
8
8
 

- 
2
3
 

2
0
 

T
h
a
i 
In
te
rn
a
ti
o
n
a
l 

T
a
n
k
e
rs
 C
o
.,
 L
td
. 

O
R
A
P
IN

II
 

C
H
E
M
/P
R
O
 

- 
1
,5
9
8

 
 
 
 
 
 
 
 
2
,7
6
5

1
9
8
1
 

- 
3
0
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 番
号
 

船
 
 
社
 

船
 
 
名
 

タ
イ
プ
 

船
体
 

総
ト

ン
数

載
貨

重
量
 

建
造
年
 

船
級
 

船
齢
 

2
1
 

T
h
a
io
il
 M

a
ri
n
e
 C
o
.,
 L
td
. 
 
T
H
A
IO

IL
 3
 

P
R
O
D
U
C
T
 

S
H
 

3
,0
1
8

 
 
 
 
 
 
 
 
5
,5
7
6

1
9
9
0
 

- 
2
1
 

2
2
 

V
.C
.C
.I
n
te
r 
M
a
ri
n
e
 

S
e
rv
ic
e
 &
 T
ra
n
sp
o
rt
 C
o
.,
 

L
td
 

S
U
R
A
T
C
H
A
N
Y
A

- 
- 

2
,1
4
8

 
 
 
 
 
 
 
 
3
,3
6
7

1
9
9
3
 

N
K
 

1
8
 

2
3
 

V
.L
. 
E
n
te
rp
ri
se
 G
ro
u
p
 

C
o
.,
 L
td
. 

C
H
U
T
IP
A
4
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
 
 
7
8
9

 
 
 
 
 
 
 
 
2
,1
0
3

1
9
8
7
 

- 
2
4
 

2
4
 

V
.L
. 
E
n
te
rp
ri
se
 G
ro
u
p
 

C
o
.,
 L
td
. 

V
.L
. 
6
 

P
R
O
D
U
C
T
 

D
B
 

1
,0
4
2

 
 
 
 
 
 
 
 
1
,9
9
8

1
9
8
8
 

- 
2
3
 

2
5
 

V
.L
. 
E
n
te
rp
ri
se
 G
ro
u
p
 

C
o
.,
 L
td
. 

V
.L
.1
0
 

P
R
O
D
U
C
T
 

D
H
 

1
,8
4
6

 
 
 
 
 
 
 
 
2
,9
9
5

1
9
8
9
 

- 
2
2
 

2
6
 

V
.L
. 
E
n
te
rp
ri
se
 G
ro
u
p
 

C
o
.,
 L
td
. 

V
.L
. 
1
1
 

P
R
O
D
U
C
T
 

D
H
 

1
,3
5
0

 
 
 
 
 
 
 
 
2
,4
6
4

1
9
9
3
 

- 
1
8
 

2
7
 

V
is
io
N
M
a
ri
n
e
 C
o
.,
 L
td
. 

P
S
P
 1
 

L
P
G
 

- 
 
1
,0
6
1

 
 
 
 
 
 
 
 
1
,9
9
4

1
9
7
0
 

- 
4
1
 

2
8
 

C
a
rl
 B
e
a
N
C
o
.,
 L
td
. 

B
E
R
G
P
R
A
I 

- 
- 

 
1
,8
4
8

 
 
 
 
 
 
 
 
3
,0
1
5

1
9
7
8
 

- 
3
3
 

2
9
 

T
h
a
i 
Q
u
a
li
ty
 T
a
n
k
e
r 

C
o
.,
 L
td
. 

D
A
N
A
I 
7
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
 
 
9
9
8

 
 
 
 
 
 
 
 
1
,9
8
7

1
9
8
8
 

- 
2
3
 

3
0
 

T
h
a
i 
Q
u
a
li
ty
 T
a
n
k
e
r 

C
o
.,
 L
td
. 

D
A
N
A
I 
8
 

C
H
E
M
 

- 
9
8
7

 
 
 
 
 
 
 
 
1
,9
3
3

1
9
8
8
 

- 
2
3
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 番
号
 

船
 
 
社
 

船
 
 
名
 

タ
イ
プ
 

船
体
 

総
ト

ン
数

載
貨

重
量
 

建
造
年
 

船
級
 

船
齢
 

3
1
 

T
h
a
i 
ta
n
k
e
rs
 t
ra
d
in
g
 

C
o
.,
 L
td
. 

O
R
A
P
IN

II
I 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
 
 
2
,9
5
1

 
 
 
 
 
 
 
 
4
,9
8
4

1
9
8
1
 

- 
3
0
 

3
2
 

T
h
a
i 
O
ri
g
in
a
l 
T
a
n
k
e
rs
 

C
o
.,
 L
td
. 
 

D
A
N
A
I 
5
 

C
H
E
M
/P
R
O
 

D
H
 

 
1
,3
5
8

 
 
 
 
 
 
 
 
2
,4
3
7

1
9
8
6
 

- 
2
5
 

3
3
 

T
h
a
io
k
a
tr
a
d
in
g
 C
o
.,
 

L
td
. 
 

S
U
P
P
A
V
A
N
1
 

- 
- 

3
,5
3
4

 
 
 
 
 
 
 
 
6
,1
3
6

1
9
7
9
 

- 
3
2
 

3
4
 

S
p
e
ci
a
lt
y
 T
a
n
k
e
rs
 C
o
.,
 

L
td
. 

S
T
T
 K
IN

G
S
T
O
N

- 
- 

7
,4
3
0

 
 
 
 
 
 
 
 
7
,0
7
8

1
9
9
0
 

- 
2
1
 

3
5
 

L
a
e
m
ch
a
b
a
n
g
 M

a
ri
n
e
 

C
o
.,
 L
td
. 

O
R
A
P
IN

II
II
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
2
,1
7
6

 
 
 
 
 
 
 
 
3
,8
2
7

1
9
8
3
 

- 
2
8
 

3
6
 

A
y
u
d
h
y
A
D
e
v
e
lo
p
m
e
n
t 

L
e
a
si
n
g
 C
o
.,
 L
td
. 

P
R
IM

R
O
S
E
 

P
R
O
D
U
C
T
 

S
H
 

3
,2
2
0

 
 
 
 
 
 
 
 
5
,1
8
6

1
9
9
3
 

- 
1
8
 

3
7
 

A
y
u
d
h
y
A
D
e
v
e
lo
p
m
e
n
t 

L
e
a
si
n
g
 C
o
.,
 L
td
. 

S
 T
 T
 3
 

- 
- 

2
,5
1
8

 
 
 
 
 
 
 
 
4
,4
7
4

2
0
0
6
 

- 
5
 

3
8
 

A
y
u
d
h
y
A
D
e
v
e
lo
p
m
e
n
t 

L
e
a
si
n
g
 C
o
.,
 L
td
. 

S
 T
 T
 1
 

C
H
E
M
/P
R
O
 

- 
9
9
6

 
 
 
 
 
 
 
 
1
,7
7
5

1
9
8
5
 

B
V
 

2
6
 

3
9
 

A
ll
 O
il
 C
o
.,
 L
td
. 

D
A
N
A
I 
1
 

- 
- 

2
,1
4
2

 
 
 
 
 
 
 
 
3
,9
9
0

1
9
8
1
 

- 
3
0
 

4
0
 

C
 &
 P
 C
o
.,
 L
td
. 

C
.P
.4
1
 

C
H
E
M
/P
R
O
 

D
B
 

 
2
,7
5
2

 
 
 
 
 
 
 
 
3
,8
9
6

1
9
9
8
 

N
K
 

1
3
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番
号
 

船
 
 
社
 

船
 
 
名
 

タ
イ
プ
 

船
体

l 
総

ト
ン

数
載

貨
重

量
 

建
造
年

船
級
 

船
齢
 

4
1
 

A
m
A
M
a
ri
n
e
 C
o
.,
 L
td
. 

A
M
A
3
 

C
H
E
M
/P
R
O
 

- 
 
 
1
,9
8
5

3
,6
0
6

1
9
8
1
 

- 
3
0
 

4
2
 

S
m
o
o
th
 S
e
A
C
o
.,
 L
td
. 

S
M
O
O
T
H
 S
E
A
4
 

C
H
E
M
/P
R
O
 

D
H
 

 
1
,9
9
7

 
3
,5
2
2

1
9
8
3
 

- 
2
8
 

4
3
 

S
m
o
o
th
 S
e
A
C
o
.,
 L
td
. 

S
M
O
O
T
H
 S
E
A
5
 

A
S
P
H
A
L
T
 

D
B
 

 
 
 
9
8
1

 
1
,2
8
3

1
9
9
2
 

- 
1
9
 

4
4
 

S
ri
v
ic
h
a
i 
N
a
v
y
 C
o
.,
 L
td
. 

S
R
IV
IC
H
A
I 

N
A
V
E
E
 

- 
- 

1
,3
9
8

 
 
2
,0
8
8

1
9
6
4
 

- 
4
7
 

4
5
 

M
r.
C
h
a
le
rm

p
o
l 
 
 

P
o
n
g
sa
si
ri
k
u
l 
 

A
.V
.1
2
 

- 
- 

1
,1
5
5

 
2
,2
5
0

1
9
7
7
 

- 
3
4
 

4
6
 

M
r.
P
o
rn
ch
a
i 
S
a
e
-C
h
u
a
 

N
O
K
 N
A
N
N
A
M
 5

C
H
E
M
 

- 
 
 
 
8
9
8

 
 
 
1
,8
3
2

1
9
8
0
 

- 
3
1
 

4
7
 

P
K
 M

a
ri
n
e
 T
ra
d
in
g
 C
o
.,
 

L
td
. 

O
C
E
A
N
M
A
R
IN

E
- 

- 
1
,2
6
5

 
 
2
,5
3
0

1
9
8
0
 

- 
3
1
 

4
8
 

P
.C
. 
M
a
ri
n
e
 
（
1
9
9
2
）
 

C
o
.,
 L
td
. 

P
A
C
IF
IC
 

M
A
R
IN

E
 

- 
- 

1
,4
9
9

 
2
,4
9
6

1
9
7
9
 

- 
3
2
 

4
9
 

M
a
jo
r 
 
C
h
e
m
 T
a
n
k
e
r 

C
o
.,
 L
td
. 

N
O
N
T
A
L
E
E
 

- 
- 

2
,5
3
9

 
 
4
,1
2
5

1
9
8
1
 

- 
3
0
 

5
0
 

V
 S
 P
 M

a
ri
n
e
 S
h
ip
p
in
g
 

C
o
.,
 L
td
. 

T
H
A
W
O
R
N
S
IN

 
- 

- 
1
,2
8
7

 
2
,2
0
0

1
9
7
4
 

- 
3
7
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 番
号
 

船
 
 
社
 

船
 
 
名
 

タ
イ
プ
 

船
体
 

総
ト

ン
数

載
貨

重
量
 

建
造
年
 

船
級
 

船
齢
 

5
1
 

V
 S
 P
 M

a
ri
n
e
 S
h
ip
p
in
g
 

C
o
.,
 L
td
. 

T
.C
.P
. 
6
 

- 
S
H
 

2
,7
6
5

 
 
 
 
 
 
 
 
5
,4
7
8

1
9
7
4
 

- 
3
7
 

5
2
 

S
ia
m
 N
a
v
y
 C
o
.,
 L
td
. 

P
.S
.N
. 

- 
- 

1
,2
2
7

 
 
 
 
 
 
 
 
2
,2
1
1

1
9
7
7
 

- 
3
4
 

5
3
 

A
n
d
a
m
a
N
F
is
h
e
ry
 

S
u
p
p
ly
 C
o
.,
 L
td
. 

T
U
B
T
IM

 
- 

- 
 
 
9
3
4

 
 
 
 
 
 
 
 
4
,6
9
9

1
9
7
8
 

- 
3
3
 

5
4
 

A
I 
L
o
g
is
ti
cs
 C
o
.,
 L
td
. 

T
H
A
R
E
R
A
T
A
N
A
1

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
9
9
7

 
 
 
 
 
 
 
 
1
,8
4
2

1
9
9
0
 

- 
2
1
 

5
5
 

A
I 
L
o
g
is
ti
cs
 C
o
.,
 L
td
. 

T
H
A
R
E
R
A
T
A
N
A
 

3
 

P
R
O
D
U
C
T
 

D
B
 

 
 
2
,0
3
7

 
 
 
 
 
 
 
 
2
,9
9
8

1
9
9
1
 

- 
2
0
 

5
6
 

P
.C
. 
M
a
ri
n
e
 
（
1
9
9
2
）
 

C
o
.,
 L
td
. 

IN
T
E
R
 M

A
R
IN

E
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
1
,2
3
9

 
 
 
 
 
 
 
 
2
,2
7
3

1
9
8
1
 

- 
3
0
 

 
平
 
均
 

 
 

 
 
2
,0
4
1

 
 
 
 
 
3
,3
5
9

2
5
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表
2
5
 

沿
海

航
海

（
T
ra
d
・
N
a
ra
th
iw
a
t）

 

番
号
 

船
 
 
社
 

船
 
 
名
 

タ
イ
プ
 

船
体

l 
総

ト
ン

数
載

貨
重

量
 

建
造
年
 

船
級
 

船
齢
 

1
 

B
ig
 S
e
A
C
o
.,
 L
td
. 

P
A
K
K
IN

E
E
 

P
R
O
D
U
C
T
 

D
B
 

1
,9
6
1

 
 
 
 
 
 
 
 
3
,0
2
7

1
9
8
6
 

- 
2
5
 

2
 

N
a
th
a
li
N
G
ro
u
p
 C
o
.,
 

L
td
. 

S
IA
M
 V
A
R
IN

 
- 

- 
 
1
,2
2
5

 
 
 
 
 
 
 
 
2
,4
6
2

1
9
7
1
 

- 
4
0
 

3
 

Y
.K
.N
a
m
sa
i 
C
o
.,
 L
td
 

S
R
IT
A
R
A
 

- 
- 

1
,3
9
9

 
 
 
 
 
 
 
 
2
,3
7
1

1
9
7
8
 

- 
3
3
 

4
 

C
h
e
m
st
a
r 
S
h
ip
p
in
g
 

C
o
.,
 L
td
. 

C
H
E
M
S
T
A
R
 

C
H
E
M
 

- 
 
 
5
9
6

 
 
9
2
4

1
9
8
5
 

- 
2
6
 

5
 

S
ia
m
 M

o
n
g
k
o
l 
G
ro
u
p
 

C
o
.,
 L
td
. 

S
M
 2
0
 

P
R
O
D
U
C
T
 

S
H
 

3
,0
3
9

 
 
 
 
 
 
 
 
5
,5
7
6

1
9
8
8
 

- 
2
3
 

6
 

P
.C
. 
M
a
ri
n
e
 
（
1
9
9
2
）
 

C
o
.,
 L
td
. 

C
H
O
K
E
 N
A
V
E
E
 6

- 
- 

 
 
 
7
2
4

 
 
 
 
 
 
 
 
1
,7
3
2

1
9
7
9
 

- 
3
2
 

7
 

B
ig
 S
e
A
C
o
.,
 L
td
. 

B
IG

 S
E
A
1
0
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
1
,0
1
4

 
 
 
 
 
 
 
 
1
,8
3
0

1
9
8
8
 

- 
2
3
 

8
 

B
ig
 S
e
A
C
o
.,
 L
td
. 

B
IG

 S
E
A
1
5
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
1
,0
6
5

 
 
 
 
 
 
 
 
1
,9
8
0

1
9
9
2
 

- 
1
9
 

9
 

B
ig
 S
e
A
C
o
.,
 L
td
. 

B
IG

 S
E
A
1
6
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
1
,0
2
1

 
 
 
 
 
 
 
 
1
,9
6
8

1
9
8
7
 

- 
2
4
 

1
0
 

B
ig
 S
e
A
C
o
.,
 L
td
. 

A
N
C
H
A
R
A
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
1
,0
1
2

 
 
 
 
 
 
 
 
2
,0
7
6

1
9
8
9
 

- 
2
2
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 番
号
 

船
社
 

船
名
 

タ
イ
プ
 

船
体
 

総
ト

ン
数

載
貨

重
量
 

建
造
年
 

船
級
 

船
齢
 

1
1
 

B
P
P
 S
u
p
p
ly
 C
o
.,
 L
td
. 

B
.P
.P
. 
1
4
 

- 
- 

1
,1
0
4

 
 
 
 
 
 
 
 
1
,4
6
8

1
9
7
1
 

- 
4
0
 

1
2
 

B
P
P
 S
u
p
p
ly
 C
o
.,
 L
td
. 

B
.P
.P
. 
1
9
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
9
5
7

 
 
 
 
 
 
 
 
2
,1
1
2

1
9
8
8
 

- 
2
3
 

1
3
 

B
P
P
 S
u
p
p
ly
 C
o
.,
 L
td
. 

B
.P
.P
. 
2
3
 

- 
- 

1
,3
1
3

 
 
 
 
 
 
 
 
2
,3
7
2

1
9
8
8
 

- 
2
3
 

1
4
 

B
P
P
 S
u
p
p
ly
 C
o
.,
 L
td
. 

B
.P
.P
. 
3
3
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
3
,2
3
3

 
 
 
 
 
 
 
 
5
,5
6
7

1
9
9
2
 

- 
1
9
 

1
5
 

B
P
P
 S
u
p
p
ly
 C
o
.,
 L
td
. 

B
.P
.P
. 
6
 

- 
- 

1
,0
7
4

 
 
 
 
 
 
 
 
1
,4
2
8

1
9
7
0
 

- 
4
1
 

1
6
 

B
P
P
 S
u
p
p
ly
 C
o
.,
 L
td
. 

S
R
I 
P
A
K
N
A
K
H
O
N

- 
- 

7
7
0

 
 
 
 
 
 
 
 
1
,3
2
6

1
9
7
8
 

- 
3
3
 

1
7
 

B
P
P
 S
u
p
p
ly
 C
o
.,
 L
td
. 

S
R
I 

P
A
K
P
H
A
N
A
N
G
 

- 
- 

6
7
1

9
8
8

1
9
7
6
 

- 
3
5
 

1
8
 

B
P
P
 S
u
p
p
ly
 C
o
.,
 L
td
. 

S
IA
M
 V
A
R
IC
H
 

- 
S
H
 

7
9
4

 
 
 
 
 
 
 
 
2
,0
3
1

1
9
7
2
 

- 
3
9
 

1
9
 

C
h
e
m
st
a
r 
S
h
ip
p
in
g
 C
o
.,
 

L
td
. 

C
H
U
M
P
H
O
N
S
T
A
R

C
H
E
M
/P
R
O
 

D
H
 

1
,9
5
9

 
 
 
 
 
 
 
 
2
,9
9
0

2
0
0
2
 

- 
9
 

2
0
 

C
h
e
m
st
a
r 
S
h
ip
p
in
g
 C
o
.,
 

L
td
. 

S
H
IN

IN
G
 S
T
A
R
 

C
H
E
M
 

- 
5
2
3

6
9
8

1
9
8
6
 

- 
2
5
 

 
 

－ 40 －



 

 番
号
 

船
 
 
社
 

船
 
 
名
 

タ
イ
プ
 

船
体
 

総
ト

ン
数

載
貨

重
量
 

建
造
年
 

船
級
 

船
齢
 

2
1
 

C
h
e
m
st
a
r 
S
h
ip
p
in
g
 C
o
.,
 

L
td
. 

S
O
N
G
K
H
L
A
S
T
A
R
 

- 
- 

1
,1
9
0
 

 
 
 
 
 
 
 
 
2
,2
5
0

1
9
9
8
 

- 
1
3
 

2
2
 

K
a
n
g
v
a
l（
1
9
8
9
）
C
o
.,
 L
td
. 

K
.V
. 
1
0
 

- 
- 

1
,1
9
7
 

 
 
 
 
 
 
 
 
2
,2
5
0

1
9
8
0
 

- 
3
1
 

2
3
 

K
a
n
g
v
a
l（
1
9
8
9
）
C
o
.,
 L
td
. 

K
.V
. 
9
 

C
R
U
D
E
/P
R
O
 

- 
1
,2
2
0
 

 
 
 
 
 
 
 
 
2
,4
4
5

1
9
7
5
 

- 
3
6
 

2
4
 

K
a
n
g
v
a
l（
1
9
8
9
）
C
o
.,
 L
td
. 

A
V
 1
3
8
 

C
H
E
M
 

- 
6
9
6
 

 
 
 
 
 
 
 
 
1
,2
2
2

1
9
7
5
 

- 
3
6
 

2
5
 

L
u
ck
y
 M

a
ri
n
e
 C
o
.,
 L
td
. 

P
A
T
C
H
A
R
A
W
A
D
E
E
 

2
 

L
P
G
 

- 
1
,4
9
8
 

 
 
 
 
 
 
 
 
1
,7
8
2

1
9
7
0
 

- 
4
1
 

2
6
 

L
u
ck
y
 M

a
ri
n
e
 C
o
.,
 L
td
. 

P
A
T
C
H
A
R
A
W
A
D
E
E
 

3
 

L
P
G
 

- 
1
,4
5
5
 

 
 
 
 
 
 
 
 
1
,5
2
0

1
9
7
2
 

- 
3
9
 

2
7
 

N
a
th
a
li
N
G
ro
u
p
 C
o
.,
 

L
td
. 

S
R
I 
K
A
N
T
A
N
G
 

- 
- 

1
,3
4
4
 

 
 
 
 
 
 
 
 
2
,1
8
7

1
9
7
3
 

- 
3
8
 

2
8
 

N
a
th
a
li
N
G
ro
u
p
 C
o
.,
 

L
td
. 

S
R
I 
C
H
U
M
P
H
O
N
 

- 
- 

6
9
9
 

 
 
 
 
 
 
 
 
1
,7
9
8

1
9
8
1
 

- 
3
0
 

2
9
 

N
a
th
a
li
N
G
ro
u
p
 C
o
.,
 

L
td
. 

S
R
I 
T
A
P
E
E
 

P
R
O
D
U
C
T
 

S
H
 

9
1
6
 

 
 
 
 
 
 
 
 
1
,8
1
8

1
9
8
1
 

- 
3
0
 

3
0
 

N
a
th
a
li
N
G
ro
u
p
 C
o
.,
 

L
td
. 

S
R
I 
P
H
U
K
E
T
 

C
R
U
D
E
/P
R
O
 

D
B
 

2
,8
9
4
 

 
 
 
 
 
 
 
 
4
,9
9
7

1
9
8
2
 

- 
2
9
 

 
 

－ 41 －



 

 番
号
 

船
 
 
社
 

船
 
 
名
 

タ
イ
プ
 

船
体
 

総
ト

ン
数

載
貨

重
量
 

建
造
年
 

船
級
 

船
齢
 

3
1
 

N
a
th
a
li
N
G
ro
u
p
 C
o
.,
 L
td
. 

S
IR
E
 P
A
L
A
 

P
R
O
D
U
C
T
 

D
B
 

 
1
,0
2
5

 
 
 
 
 
 
 
 
1
,9
3
2

1
9
8
7
 

- 
2
4
 

3
2
 

P
.I
.N
.K
. 
T
ra
n
sp
o
rt
 a
n
d
 

T
ra
d
in
g
 G
ro
u
p
 C
o
.,
 L
td
. 

P
O
R
N
N
U
T
C
H
A
 

P
R
O
D
U
C
T
 

D
H
 

 
1
,8
6
5

 
 
 
 
 
 
 
 
2
,9
9
2

1
9
9
3
 

N
K
 

1
8
 

3
3
 

P
.I
.N
.K
. 
T
ra
n
sp
o
rt
 a
n
d
 

T
ra
d
in
g
 G
ro
u
p
 C
o
.,
 L
td
. 

P
O
R
N
N
U
T
C
H
A
3
 

P
R
O
D
U
C
T
 

D
H
 

 
3
,1
0
7

 
 
 
 
 
 
 
 
5
,4
8
9

1
9
9
2
 

N
K
 

1
9
 

3
4
 

P
.I
.N
.K
. 
T
ra
n
sp
o
rt
 a
n
d
 

T
ra
d
in
g
 G
ro
u
p
 C
o
.,
 L
td
. 

P
O
R
N
N
U
T
C
H
A
5
 

P
R
O
D
U
C
T
 

D
H
 

3
,1
0
0

 
 
 
 
 
 
 
 
5
,4
9
4

1
9
9
3
 

N
K
 

1
8
 

3
5
 

P
.I
.N
.K
. 
T
ra
n
sp
o
rt
 a
n
d
 

T
ra
d
in
g
 G
ro
u
p
 C
o
.,
 L
td
. 

P
 O
C
E
A
N
 

- 
- 

1
,2
0
3

 
 
 
 
 
 
 
 
2
,8
0
0

1
9
7
9
 

- 
3
2
 

3
6
 

P
.I
.N
.K
. 
T
ra
n
sp
o
rt
 a
n
d
 

T
ra
d
in
g
 G
ro
u
p
 C
o
.,
 L
td
. 

P
 P
IC
H
A
IY
A
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
 
1
,3
2
9

 
 
 
 
 
 
 
 
2
,3
5
1

1
9
8
1
 

- 
3
0
 

3
7
 

P
.I
.N
.K
. 
T
ra
n
sp
o
rt
 a
n
d
 

T
ra
d
in
g
 G
ro
u
p
 C
o
.,
 L
td
. 

P
 P
A
IB
O
O
N
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
 
 
9
7
3

 
 
 
 
 
 
 
 
1
,8
4
4

1
9
8
3
 

- 
2
8
 

3
8
 

P
.I
.N
.K
. 
T
ra
n
sp
o
rt
 a
n
d
 

T
ra
d
in
g
 G
ro
u
p
 C
o
.,
 L
td
. 

P
N
1
 

- 
- 

1
,2
1
4

 
 
 
 
 
 
 
 
2
,4
0
6

1
9
7
4
 

- 
3
7
 

3
9
 

P
.I
.N
.K
. 
T
ra
n
sp
o
rt
 a
n
d
 

T
ra
d
in
g
 G
ro
u
p
 C
o
.,
 L
td
. 

P
N
2
 

- 
- 

 
 
2
,1
0
9

 
 
 
 
 
 
 
 
3
,5
7
8

1
9
8
1
 

- 
3
0
 

4
0
 

P
.I
.N
.K
. 
T
ra
n
sp
o
rt
 a
n
d
 

T
ra
d
in
g
 G
ro
u
p
 C
o
.,
 L
td
. 

M
O
N
G
K
O
L
S
A
M
U
T
 

1
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
1
,0
4
7

 
 
 
 
 
 
 
 
2
,5
3
7

1
9
7
0
 

- 
4
1
 

 
 

－ 42 －



 

 番
号
 

船
 
 
社
 

船
 
 
名
 

タ
イ
プ
 

船
体
 

総
ト

ン
数

載
貨

重
量
 

建
造
年
 

船
級
 

船
齢
 

4
1
 

P
.I
.N
.K
. 
T
ra
n
sp
o
rt
 a
n
d
 T
ra
d
in
g
 

G
ro
u
p
 C
o
.,
 L
td
. 

M
O
N
G
K
O
L
S
A
M

U
T
 8
 

P
R
O
D
U
C
T
 

D
B
 

 
 
1
,9
9
3

 
3
,3
5
2

1
9
8
3
 

- 
2
8
 

4
2
 

P
S
V
 S
u
p
p
ly
 C
o
.,
 L
td
. 

A
M
P
H
A
1
 

C
H
E
M
 

- 
 
1
,8
7
8

 
3
,6
1
0

1
9
7
2
 

- 
3
9
 

4
3
 

T
h
a
i 
In
te
rn
a
ti
o
n
a
l 
T
a
n
k
e
rs
 C
o
.,
 

L
td
. 

O
R
A
P
IN

I 
- 

- 
 
1
,5
9
8

 
2
,7
4
0

1
9
8
1
 

- 
3
0
 

4
4
 

T
h
a
io
il
 M

a
ri
n
e
 C
o
.,
 L
td
. 
 

T
H
A
IO

IL
 2
 

P
R
O
D
U
C
T
 

S
H
 

3
,0
1
8

 
 
 
5
,5
7
6

1
9
8
9
 

A
B
 

2
2
 

4
5
 

T
ra
n
s 
O
ce
a
N
S
u
p
p
ly
（
1
9
9
2
）
C
o
.,
 

L
td
 

C
H
O
T
T
A
N
A
S
IN

 
C
R
U
D
E
/P
R
O

- 
 
 
 
9
9
9

 
2
,0
5
0

1
9
6
9
 

- 
4
2
 

4
6
 

V
.C
.C
.I
n
te
r 
M
a
ri
n
e
 S
e
rv
ic
e
 &
 

T
ra
n
sp
o
rt
 C
o
.,
 L
td
 

P
A
T
A
R
A
V
A
R
IN

 
- 

- 
1
,2
5
3

 
2
,6
0
1

1
9
7
2
 

- 
3
9
 

4
7
 

V
.C
.C
.I
n
te
r 
M
a
ri
n
e
 S
e
rv
ic
e
 &
 

T
ra
n
sp
o
rt
 C
o
.,
 L
td
 

P
A
T
A
R
A
V
A
R
IN

2
P
R
O
D
U
C
T
 

- 
9
9
2

 
 
1
,9
7
6

1
9
8
9
 

- 
2
2
 

4
8
 

V
.L
. 
E
n
te
rp
ri
se
 G
ro
u
p
 C
o
.,
 L
td
.

C
H
U
T
IP
A
1
 

P
R
O
D
U
C
T
 

D
B
 

1
,0
3
4

 
1
,9
5
6

1
9
8
7
 

- 
2
4
 

4
9
 

V
.L
. 
E
n
te
rp
ri
se
 G
ro
u
p
 C
o
.,
 L
td
.

C
H
U
T
IP
A
2
 

P
R
O
D
U
C
T
 

S
H
 

1
,0
2
9

 
 
2
,0
6
4

1
9
8
8
 

- 
2
3
 

5
0
 

V
.L
. 
E
n
te
rp
ri
se
 G
ro
u
p
 C
o
.,
 L
td
.

C
H
U
T
IP
A
3
 

P
R
O
D
U
C
T
 

D
B
 

 
1
,0
4
3

 
2
,0
9
3

1
9
8
8
 

- 
2
3
 

  
 

－ 43 －



 

 番
号
 

船
 
 
社
 

船
 
 
名
 

タ
イ
プ
 

船
体

l
総

ト
ン

数
載

貨
重

量
 

建
造
年
 

船
級
 

船
齢
 

5
1
 

V
.L
. 
E
n
te
rp
ri
se
 G
ro
u
p
 C
o
.,
 L
td
.

V
.L
. 
7
 

P
R
O
D
U
C
T

D
B
 

 
1
,0
2
2

1
,9
6
6

1
9
8
7
 

- 
2
4
 

5
2
 

V
.L
. 
E
n
te
rp
ri
se
 G
ro
u
p
 C
o
.,
 L
td
.

V
.L
. 
5
 

P
R
O
D
U
C
T

D
H
 

 
 
1
,2
2
8

2
,4
9
9

1
9
8
8
 

- 
2
3
 

5
3
 

V
.L
. 
E
n
te
rp
ri
se
 G
ro
u
p
 C
o
.,
 L
td
.

V
.L
. 
8
 

P
R
O
D
U
C
T

D
B
 

3
,2
7
4

 
5
,3
5
7

1
9
9
2
 

- 
1
9
 

5
4
 

V
.L
. 
E
n
te
rp
ri
se
 G
ro
u
p
 C
o
.,
 L
td
.

V
.L
. 
3
 

P
R
O
D
U
C
T

D
H
 

 
1
,2
9
0

 
 
2
,4
1
0

1
9
8
3
 

- 
2
8
 

5
5
 

V
.L
. 
E
n
te
rp
ri
se
 G
ro
u
p
 C
o
.,
 L
td
.

V
.L
. 
4
 

P
R
O
D
U
C
T

D
B
 

 
 
1
,0
1
7

 
 
1
,9
9
9

1
9
8
7
 

- 
2
4
 

5
6
 

V
is
io
N
M
a
ri
n
e
 C
o
.,
 L
td
. 

N
A
V
A
K
U
N
1
5
 

- 
- 

 
 
 
6
9
8

 
 
1
,8
2
2

1
9
8
1
 

- 
3
0
 

5
7
 

V
is
io
N
M
a
ri
n
e
 C
o
.,
 L
td
. 

E
N
C
O
N
N
o
.2
 

- 
- 

 
 
 
6
9
7

 
 
 
1
,8
0
8

1
9
7
6
 

- 
3
5
 

5
8
 

V
is
io
N
M
a
ri
n
e
 C
o
.,
 L
td
. 

E
N
C
O
N
N
o
.3
 

P
R
O
D
U
C
T

- 
 
 
8
7
1

 
1
,7
9
4

1
9
8
2
 

- 
2
9
 

5
9
 

M
rs
.N
a
p
A
 D
e
tv
il
a
is
ri
 

P
H
O
N
W
A
T
T
H
A
N
A
3

- 
- 

 
 
9
0
8

 
 
1
,7
7
6

1
9
8
0
 

- 
3
1
 

6
0
 

M
r.
C
h
a
le
rm

p
o
l 
 
 

P
o
n
g
sa
si
ri
k
u
l 
 

B
.P
.P
. 
1
5
 

- 
- 

1
,9
9
0

 
 
2
,6
4
6

1
9
6
9
 

- 
4
2
 

  
 

－ 44 －



 

 番
号
 

船
社
 

船
名
 

タ
イ
プ
 

船
体

総
ト

ン
数

載
貨

重
量
 

建
造
年
 

船
級
 

船
齢
 

6
1
 

T
h
a
v
o
rN

M
a
ri
n
e
 C
o
.,
 L
td
. 

S
R
IC
H
A
IY
A
 

P
R
O
D
U
C
T
 

D
B
 

 
1
,8
8
8

 
 
2
,8
9
8

1
9
8
6
 

- 
2
5
 

6
2
 

T
h
a
i 
Q
u
a
li
ty
 T
a
n
k
e
r 
C
o
.,
 L
td
. 

D
A
N
A
I 
6
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
 
 
 
9
4
9

 
 
1
,9
0
7

1
9
9
0
 

- 
2
1
 

6
3
 

T
h
a
i 
O
ri
g
in
a
l 
T
a
n
k
e
rs
 C
o
.,
 L
td
. 

D
A
N
A
I 
2
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
 
 
 
9
8
9

 
 
1
,9
7
7

1
9
9
3
 

- 
1
8
 

6
4
 

T
h
a
i 
O
ri
g
in
a
l 
T
a
n
k
e
rs
 C
o
.,
 L
td
. 

D
A
N
A
I 
4
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
 
 
 
 
9
6
4

 
 
1
,9
2
4

1
9
8
6
 

V
R
 

2
5
 

6
5
 

N
a
v
a
k
u
N
T
ra
n
sp
o
rt
 C
o
.,
 L
td
. 

A
C
 S
 8
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
2
,9
7
0

 
 
 
4
,8
9
4

1
9
8
4
 

- 
2
7
 

6
6
 

T
P
I 
O
il
（
2
0
0
1
）
C
o
.,
 L
td
. 

R
A
K
P
A
S
A
K
 1
 

- 
- 

 
 
 
 
5
0
8

 
 
 
6
7
5

1
9
9
6
 

- 
1
5
 

6
7
 

T
P
I 
O
il
（
2
0
0
1
）
C
o
.,
 L
td
. 

R
A
K
P
A
S
A
K
 2
 

- 
- 

 
 
 
 
5
0
8

 
 
 
 
6
7
5

1
9
9
6
 

- 
1
5
 

6
8
 

T
P
I 
O
il
（
2
0
0
1
）
C
o
.,
 L
td
. 

R
A
K
P
A
S
A
K
 3
 

- 
- 

 
 
 
 
5
0
8

 
 
 
6
7
5

1
9
9
6
 

- 
1
5
 

6
9
 

T
P
I 
O
il
（
2
0
0
1
）
C
o
.,
 L
td
. 

R
A
K
P
A
S
A
K
 4
 

- 
- 

 
 
 
 
 
5
0
8

 
 
 
 
 
6
7
5

1
9
9
6
 

- 
1
5
 

7
0
 

T
P
I 
O
il
（
2
0
0
1
）
C
o
.,
 L
td
. 

R
A
K
P
A
S
A
K
 5
 

- 
- 

 
 
 
5
0
8

 
 
 
6
7
5

1
9
9
6
 

- 
1
5
 

 
 

－ 45 －



 

 番
号
 

船
 
 
社
 

船
 
 
名
 

タ
イ
プ
 

船
体

総
ト

ン
数

載
貨

重
量
 

建
造
年
 

船
級
 

船
齢
 

7
1
 

T
P
I 
O
il
 
（
2
0
0
1
）
 
C
o
.,
 L
td
. 

R
A
K
P
A
S
A
K
 6
 

- 
- 

5
0
8

 
 
6
7
5

1
9
9
6
 

- 
1
5
 

7
2
 

P
ra
ra
m
 3
T
ra
n
sp
o
rt
 C
o
.,
 L
td
. 

C
.P
. 
3
4
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
 
 
1
,8
9
2

 
 
3
,3
3
5

1
9
8
3
 

- 
2
8
 

7
3
 

P
N
T
a
n
k
e
r 
C
o
.,
L
td
. 

S
IA
M
 L
O
M
P
E
R
Y
A
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
 
 
1
,3
2
6

 
2
,4
0
8

1
9
7
9
 

- 
3
2
 

7
4
 

M
a
ta
p
o
rN

M
a
ri
n
e
 C
o
.,
 L
td
. 

P
 G
A
S
 

L
P
G
 

- 
 
 
 
6
9
9

 
 
 
7
8
7

1
9
7
7
 

- 
3
4
 

7
5
 

A
y
u
d
h
y
A
D
e
v
e
lo
p
m
e
n
t 
L
e
a
si
n
g
 

C
o
.,
 L
td
. 

K
R
A
IW

A
L
E
E
 S
T
A
R

C
H
E
M
 

- 
 
 
 
9
1
5

 
 
1
,4
5
0

1
9
8
9
 

- 
2
2
 

7
6
 

A
y
u
d
h
y
A
D
e
v
e
lo
p
m
e
n
t 
L
e
a
si
n
g
 

C
o
.,
 L
td
. 

A
Y
U
D
T
H
A
Y
A
S
T
A
R

- 
- 

 
2
,1
1
8

 
3
,6
7
9

2
0
0
7
 

- 
4
 

7
7
 

S
.B
. 
T
a
n
k
e
rs
 C
o
.,
 L
td
. 

D
A
N
A
I 
3
 

P
R
O
D
U
C
T
 

D
B
 

 
 
 
 
9
8
6

 
 
 
1
,9
6
5

1
9
8
3
 

- 
2
8
 

7
8
 

T
h
o
ss
a
p
a
t 
M
a
te
ri
a
ls
 L
td
.,
 

P
a
rt
n
e
rs
h
ip
 
 

M
O
N
G
K
O
L
S
A
M
U
T
 

5
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
 
1
,5
8
6

 
3
,1
6
8

1
9
6
9
 

- 
4
2
 

7
9
 

M
.U
. 
O
il
 L
td
.,
 P
a
rt
n
e
rs
h
ip
 
 

B
IG

 S
E
A
1
1
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
9
9
7

 
 
1
,9
0
9

1
9
8
5
 

- 
2
6
 

8
0
 

M
.U
. 
O
il
 L
td
.,
 P
a
rt
n
e
rs
h
ip
 
 

B
IG

 S
E
A
6
 

- 
- 

 
 
 
9
9
8

 
2
,5
8
2

1
9
7
8
 

- 
3
3
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 番
号
 

船
 
 
社
 

船
 
 
名
 

タ
イ
プ
 

船
体

総
ト

ン
数

載
貨

重
量
 

建
造
年
 

船
級
 

船
齢
 

8
1
 

B
ig
 S
e
A
C
o
.,
 L
td
. 

B
IG

 S
E
A
1
0
1
 

P
R
O
D
U
C
T
 

D
H
 

 
2
,0
1
4

 
3
,2
0
0

2
0
1
0
 

- 
1
 

8
2
 

B
ig
 S
e
A
C
o
.,
 L
td
. 

B
IG

 S
E
A
1
2
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
 
 
1
,0
2
3

 
1
,8
7
8

1
9
8
5
 

C
R
 

2
6
 

8
3
 

B
ig
 S
e
A
C
o
.,
 L
td
. 

B
IG

 S
E
A
1
4
 

P
R
O
D
U
C
T
 

D
H
 

1
,4
5
5

 
2
,4
7
3

1
9
9
1
 

N
K
 

2
0
 

8
4
 

B
ig
 S
e
A
C
o
.,
 L
td
. 

B
IG

 S
E
A
1
7
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
 
1
,4
5
1

 
2
,4
1
2

1
9
9
4
 

N
K
 

1
7
 

8
5
 

B
ig
 S
e
A
C
o
.,
 L
td
. 

V
E
N
U
S
 1
9
 

- 
- 

 
 
 
6
9
9

 
 
1
,7
4
3

1
9
8
2
 

- 
2
9
 

8
6
 

B
ig
 S
e
A
C
o
.,
 L
td
. 

B
IG

 S
E
A
9
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
 
 
 
9
7
8

1
,9
2
9

1
9
8
8
 

- 
2
3
 

8
7
 

B
P
P
 S
u
p
p
ly
 C
o
.,
 L
td
. 

B
.P
.P
. 
2
5
 

- 
- 

1
,3
4
4

 
 
 
 
2
,3
9
1

1
9
7
9
 

- 
3
2
 

8
8
 

B
P
P
 S
u
p
p
ly
 C
o
.,
 L
td
. 

B
.P
.P
. 
2
6
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
1
,3
6
8

 
 
2
,2
4
0

1
9
9
3
 

- 
1
8
 

8
9
 

P
.I
.N
.K
. 
T
ra
n
sp
o
rt
 a
n
d
 T
ra
d
in
g
 

G
ro
u
p
 C
o
.,
 L
td
. 

P
O
R
N
T
A
R
A
 

C
H
E
M
/P
R
O
 

D
H
 

 
1
,0
0
8

1
,7
9
9

1
9
9
1
 

N
K
 

2
0
 

9
0
 

S
m
o
o
th
 S
e
A
C
o
.,
 L
td
. 

S
M
O
O
T
H
 S
E
A
2
8
 

C
H
E
M
/P
R
O
 

- 
4
,4
8
1

 
 
6
,7
5
6

1
9
8
6
 

- 
2
5
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 番
号
 

船
 
 
社
 

船
 
 
名
 

タ
イ
プ
 

船
体
 

総
ト

ン
数

載
貨

重
量
 

建
造
年
 

船
級
 

船
齢
 

9
1
 

V
.L
. 
E
n
te
rp
ri
se
 G
ro
u
p
 C
o
.,
 L
td
.

V
.L
. 
1
2
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
 
 
 
9
9
9

 
 
 
2
,5
5
4

1
9
9
5
 

IR
 

1
6
 

9
2
 

K
h
u
N
N
a
th
e
e
 C
o
.,
 L
td
. 

S
R
IR
A
C
H
A
M
A
S
T
E
R

C
R
U
D
E
 
 

D
S
C
E

5
4
,9
3
1

 
9
6
,1
1
4

1
9
9
1
 

- 
2
0
 

9
3
 

D
o
u
b
le
 D
 P
e
tr
o
le
u
m
 C
o
.,
 L
td
. 

G
O
L
D
S
T
A
R
 

P
R
O
D
U
C
T
 

S
H
 

 
2
,9
7
1

 
 
 
4
,9
9
9

1
9
9
1
 

- 
2
0
 

9
4
 

M
a
ri
n
e
 I
n
te
rn
a
ti
o
n
a
l 
S
y
n
e
rg
y
 

C
o
.,
 L
td
. 

O
C
E
A
N
S
Y
N
E
R
G
Y
 

- 
- 

 
 
 
 
7
0
6

 
 
 
1
,1
9
8

1
9
8
9
 

- 
2
2
 

9
5
 

N
.T
.L
. 
M
a
ri
n
e
 C
o
.,
 L
td
. 

S
R
I 
T
A
T
O
N
G
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
 
 
1
,0
0
5

 
1
,8
6
8

1
9
9
2
 

N
K
 

1
9
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
1
,9
1
7

 
 
 
3
,4
0
2

2
6
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表
2
6
 

限
定

海
域

航
海
 

番
号
 

船
 
 
社
 

船
 
 
名
 

タ
イ
プ
 

船
体
 

総
ト

ン
数
 

載
貨

重
量

建
造
年
 

船
級
 

船
齢
 

1
 

B
P
P
 S
u
p
p
ly
 C
o
.,
 L
td
. 

B
.P
.P
. 
3
0
 

- 
- 

 
9
2
4

1
,8
4
1

1
9
7
9
 

- 
3
2
 

2
 

L
u
ck
y
 M

a
ri
n
e
 C
o
.,
 L
td
. 

R
U
E
N
G
 R
IW

IN
 

- 
- 

 
 
 
6
9
9

 
 
 
 
1
,7
0
0

1
9
7
4
 

- 
3
7
 

3
 

S
m
o
o
th
 S
e
A
C
o
.,
 L
td
. 

S
M
O
O
T
H
 S
E
A
 

- 
- 

 
2
,9
8
3

 
 
 
4
,9
7
4

1
9
8
6
 

- 
2
5
 

4
 

S
m
o
o
th
 S
e
A
C
o
.,
 L
td
. 

S
M
O
O
T
H
 S
E
A
2
 

- 
- 

 
1
,9
8
9

 
3
,0
4
4

1
9
8
3
 

- 
2
8
 

5
 

T
ra
n
s 
O
ce
a
N
S
u
p
p
ly
 （

1
9
9
2
）

C
o
.,
 L
td
 

B
IG

 S
E
A
4
 

- 
- 

 
 
7
3
4

 
 
 
1
,8
0
2

1
9
7
8
 

- 
3
3
 

6
 

M
is
s 
P
o
rn
p
e
N
 D
e
tv
il
a
is
ri
 
 

V
IV
A
 

- 
- 

 
 
9
4
4

1
,4
3
9

1
9
8
2
 

- 
2
9
 

7
 

M
r.
W
o
ra
w
u
t 
 

T
ri
ra
ta
n
a
p
a
k
d
e
e
 

N
O
K
 

N
A
N
N
A
M
 

1
9
 

- 
- 

9
1
8

 
 
1
,5
5
5

1
9
7
9
 

- 
3
2
 

8
 

M
r.
S
a
n
g
A
 K
a
n
g
w
a
l 

M
.P
. 
5
 

- 
- 

 
5
5
2

 
 
 
 
 
7
3
4

1
9
9
6
 

- 
1
5
 

9
 

M
r.
S
a
n
g
A
 K
a
n
g
w
a
l 

M
.P
. 
6
 

- 
- 

 
 
5
5
2

 
 
 
 
7
3
4

1
9
9
6
 

- 
1
5
 

1
0
 

M
r.
S
a
n
g
A
 K
a
n
g
w
a
l 

M
.P
. 
7
 

- 
- 

 
 
 
7
0
6

9
3
9

1
9
9
8
 

- 
1
3
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 番
号
 

船
社
 

船
 
 
 

名
 

タ
イ
プ

船
体
 

総
ト

ン
数
 

載
貨

重
量

建
造
年
 

船
級
 

船
齢
 

1
1
 

K
a
n
ta
ch
a
i 
M
e
ta
l 
W
o
rk
 C
o
.,
 

L
td
. 
 

A
M
A
1
 

- 
- 

 
 
 
 
7
9
5

 
 
1
,4
1
6

1
9
7
0
 

- 
4
1
 

1
2
 

K
S
V
 M

a
ri
n
e
 l
in
e
 C
o
.,
 L
td
. 

K
S
V
 2
 

- 
- 

 
 
1
,3
9
8

 
 
 
2
,0
8
8

1
9
6
4
 

- 
4
7
 

1
3
 

T
ri
co
n
e
e
r 
C
o
.,
 L
td
. 
 

S
U
M
P
A
O
 P
L
A
M
 

- 
- 

 
 
 
1
,5
9
8

 
 
 
 
3
,5
1
7

1
9
8
2
 

- 
2
9
 

1
4
 

T
h
a
il
a
e
m
th
o
n
g
 S
u
p
p
ly
 &
 

S
e
rv
ic
e
s 
C
o
.,
 L
td
. 

T
H
A
IL
A
E
M
T
H
O
N
G
 2
 

- 
- 

 
 
 
 
 
6
9
8

 
 
1
,5
8
0

1
9
7
6
 

- 
3
5
 

1
5
 

B
lu
e
 O
ce
a
N
In
te
rt
ra
d
e
s 
C
o
.,
 

L
td
. 

O
C
E
A
N
L
E
A
D
E
R
 

- 
- 

 
 
 
6
7
8

 
 
 
1
,3
2
6

1
9
7
8
 

- 
3
3
 

1
6
 

B
.S
. 
O
il
 
（
1
9
9
0
）
 
C
o
.,
 L
td
. 

C
H
O
K
N
A
T
T
H
A
P
H
O
N
 

- 
- 

 
7
7
5

 
 
 
 
1
,4
5
5

1
9
6
6
 

- 
4
5
 

1
7
 

P
h
u
k
e
tt
ri
p
a
k
e
e
 C
o
.,
 L
td
. 

T
R
IP
A
K
E
E
 2
 

- 
- 

 
 
 
 
 
6
9
5

 
 
 
1
,0
6
5

1
9
8
0
 

- 
3
1
 

1
8
 

M
a
h
a
ch
a
i 
M
a
ri
n
e
 O
il
 C
o
.,
 

L
td
. 

M
A
H
A
C
H
A
I 

M
A
R
IN

E
 

1
 

- 
- 

 
 
 
 
7
6
7

1
,2
5
2

1
9
8
7
 

- 
2
4
 

1
9
 

M
a
ri
n
e
 D
ie
se
l 
O
il
 

（
T
h
a
il
a
n
d
）
 
C
o
.,
 L
td
. 
 

M
A
R
IN

E
 D
IE
S
IL
 O
IL
 1

- 
- 

 
 
 
 
6
8
9

 
 
 
1
,2
3
6

1
9
7
8
 

- 
3
3
 

2
0
 

M
a
jo
r 
 
C
h
e
m
 T
a
n
k
e
r 
C
o
.,
 

L
td
. 

T
H
E
P
S
U
D
A
 

- 
- 

 
 
 
 
9
9
8

 
 
 
2
,3
9
0

1
9
7
9
 

- 
3
2
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 番
号
 

船
 
 
社
 

船
 
 
名
 

タ
イ
プ
 

船
体
 

総
ト

ン
数
 

載
貨

重
量

建
造
年
 

船
級
 

船
齢
 

2
1
 

R
u
a
m
m
ir
t 
T
a
n
k
e
rs
 C
o
.,
 L
td
. 

N
U
A
N
J
A
N
 

- 
- 

 
5
9
0

 
 
 
 
 
6
8
0

1
9
6
8
 

- 
4
3
 

2
2
 

R
u
a
m
m
ir
t 
T
a
n
k
e
rs
 C
o
.,
 L
td
. 

H
A
T
H
A
IR

A
T
 

- 
- 

 
 
7
0
4

 
 
1
,2
0
6

1
9
7
9
 

- 
3
2
 

2
3
 

R
u
a
m
m
ir
t 
M
a
ri
n
e
 O
il
 C
o
.,
 

L
td
. 

K
A
N
C
H
A
N
A
 

P
R
O
D
U
C
T
 

- 
 
 
 
2
,6
2
1

 
 
4
,6
6
4

1
9
8
1
 

- 
3
0
 

2
4
 

R
u
a
m
m
ir
t 
M
a
ri
n
e
 O
il
 C
o
.,
 

L
td
. 

K
H
E
T
S
A
R
I 

- 
- 

 
 
 
 
7
2
8

 
 
1
,4
0
0

1
9
7
9
 

- 
3
2
 

2
5
 

R
u
a
m
m
ir
t 
M
a
ri
n
e
 O
il
 C
o
.,
 

L
td
. 

Y
A
S
IT
A
N
G
 

C
H
E
M
/P
R
O

D
B
C
E
 

 
 
 
4
,4
2
1

 
 
 
5
,6
0
0

1
9
8
7
 

- 
2
4
 

2
6
 

R
u
a
m
m
ir
t 
M
a
ri
n
e
 O
il
 C
o
.,
 

L
td
. 

P
A
P
A
T
S
O
R
N
 

- 
- 

 
 
 
1
,0
7
8

 
 
2
,1
4
8

1
9
7
0
 

- 
4
1
 

2
7
 

R
u
a
m
m
ir
t 
M
a
ri
n
e
 O
il
 C
o
.,
 

L
td
. 

P
A
R
A
V
A
D
E
E
 

- 
- 

 
 
1
,4
8
7

2
,4
2
9

1
9
7
6
 

- 
3
5
 

2
8
 

V
 S
 P
 M

a
ri
n
e
 S
h
ip
p
in
g
 C
o
.,
 

L
td
. 

T
.C
.P
. 
3
 

C
R
U
D
E
/P
R

O
 

- 
 
 
 
2
,5
5
1

 
4
,2
2
0

1
9
6
8
 

- 
4
3
 

2
9
 

S
a
n
g
ch
a
ro
e
N
S
h
ip
p
in
g
 

In
d
u
st
ry
 C
o
.,
 L
td
. 
 

W
A
R
O
N
G
 

- 
- 

 
 
 
3
,5
3
4

 
 
 
6
,4
9
1

1
9
7
3
 

- 
3
8
 

3
0
 

S
a
n
g
ch
a
ro
e
N
S
h
ip
p
in
g
 

In
d
u
st
ry
 C
o
.,
 L
td
. 
 

S
IA
M
N
A
V
E
E
 2

- 
- 

 
 
 
 
 
1
,5
2
5

 
 
 
 
2
,3
3
8

1
9
6
4
 

- 
4
7
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 番
号
 

船
 
 
社
 

船
 
 
名
 

タ
イ
プ
 

船
体

l
総

ト
ン

数
載

貨
重

量
建

造
年
 

船
級
 

船
齢
 

3
1
 

S
a
n
g
ch
a
ro
e
N
S
h
ip
p
in
g
 

In
d
u
st
ry
 C
o
.,
 L
td
. 
 

A
.K
. 
 
 

C
R
U
D
E
/P
R
O
 

- 
1
,8
4
2

 
 
 
 
3
,8
8
3

1
9
7
0
 

- 
4
1
 

3
2
 

A
a
w
th
a
i 
S
u
p
p
ly
 &
 S
e
rv
ic
e
 

C
o
.,
 L
td
. 
 

J
O
S
E
P
H
 

- 
- 

 
 
 
 
6
4
9

 
 
1
,2
2
2

1
9
7
7
 

- 
3
4
 

3
3
 

In
te
r 
B
u
n
k
e
r 
S
u
p
p
ly
 &
 

T
ra
n
sp
o
rt
 C
o
.,
 L
td
. 

D
R
A
G
O
N
5
 

- 
- 

 
1
,0
0
9

 
 
 
2
,1
0
5

1
9
8
8
 

- 
2
3
 

3
4
 

In
te
r 
B
u
n
k
e
r 
S
u
p
p
ly
 &
 

T
ra
n
sp
o
rt
 C
o
.,
 L
td
. 

P
H
O
E
N
IX
 

- 
- 

 
 
 
 
 
6
2
1

 
 
 
 
1
,1
0
0

1
9
7
4
 

- 
3
7
 

3
5
 

A
p
a
ce
 O
v
e
rs
e
a
s 
T
ra
n
sp
o
rt
 

C
o
.,
 L
td
. 

P
H
O
N
S
U
R
E
E
 

- 
- 

 
 
 
 
9
9
2

 
 
1
,9
0
3

1
9
8
7
 

- 
2
4
 

3
6
 

T
h
o
ss
a
p
a
t 
M
a
te
ri
a
ls
 L
td
.,
 

P
a
rt
n
e
rs
h
ip
 
 

A
.K
. 
6
 

- 
- 

 
 
 
 
1
,9
9
6

 
 
 
3
,7
1
0

1
9
7
9
 

- 
3
2
 

3
7
 

C
iv
ic
 M

a
ri
n
A
C
o
.,
 L
td
. 
 

C
IV
IC
 M

A
R
IN

A
2
 

- 
- 

 
 
 
7
0
7

 
 
 
 
1
,1
0
0

1
9
8
0
 

- 
3
1
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
1
,2
7
4

 
2
,2
2
4

3
2
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添付資料 １． 

 

シングルハルタンカーのフェーズアウト規制内容の推移 

（MARPOL条約付属書 I13G規則） 
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 １
．
シ
ン
グ
ル
ハ
ル
タ
ン
カ
ー
の
フ
ェ
ー
ズ
ア
ウ
ト
規
制
内
容
の
推
移
 
（
M
A
R
P
O
L
条
約
付
属
書

I1
3
G
規
則
）
 

シ
ン
グ
ル

ハ
ル

タ
ン
カ
ー
の

フ
ェ
ー
ズ
ア
ウ
ト
規

制
内

容
の

推
移

 

（
M

A
R

P
O

L
条
約
付
属
書

I1
3
G
規
則
）
 

規
制
の
種
類

 

 

エ
リ
カ
号
事
故
を
受
け
て

 

2
0
0
1
年

4
月

2
7
日
採
択

 

（
2
0
0
2
年

9
月

1
日
発
効
）
 

プ
レ
ス
テ
ィ
ー
ジ
号
事
故
を
受
け
て

 

2
0
0
3
年

1
2
月

4
日
採
択

 

（
2
0
0
5
年

4
月

5
日
発
効
）
 

フ
ェ
ー
ズ
ア
ウ
ト
 

（
段
階
的
廃
止
）
 

※
フ
ェ
ー
ズ
ア
ウ
ト
期
日
は
各
年
の
各
船
引
き

渡
し
日

 

【
カ
テ
ゴ
リ
ー

1
：
p
re

-
M

A
R
P
O

L
船
】
 

原
油
タ
ン
カ
ー

 
2
0
0
0
0
D

W
T
以
上

 

製
品
タ
ン
カ
ー

 
3
0
0
0
0
D

W
T
以
上

 

※
8
2
年
6
月
1
日
よ
り
前
に
建
造
さ
れ
た
シ
ン
グ

ル
ハ
ル
タ
ン
カ
ー
（
S
B
T
／
P
L
適
用
無
し
）
 

・
2
0
0
7
年
ま
で
。
 

・
1
9
8
2
年

4
月

5
日
以
前
の
引
き
渡
し
船
は

2
0
0
5
年

4
月

5
日
ま
で
。

 

・
1
9
8
2
年

4
月

5
日
以
降
の
引
き
渡
し
船
は

2
0
0
5
年
の
引
き
渡
し
日
ま
で
。

 

【
カ
テ
ゴ
リ
ー
２
：
M

A
R
P
O

L
船
】
 

原
油
タ
ン
カ
ー

 
2
0
0
0
0
D

W
T
以
上

 

製
品
タ
ン
カ
ー

 
3
0
0
0
0
D

W
T
以
上

 

※
8
2
年

6
月

1
日
以
降

9
6
年

7
月

6
日
ま

で
に
建
造
さ
れ
た
シ
ン
グ
ル
ハ
ル
タ
ン
カ
ー

（
S
B
T
／
P
L
適
用
有
）
 

（
1
）
建
造
年
に
応
じ
最
長

2
0
1
5
年
ま
で

（
原
則
船
齢

2
6
年
未
満
）
 

（
2
）
但
し
、
ダ
ブ
ル
ボ
ト
ム
ま
た
は
ダ
ブ

ル
サ
イ
ド
構
造
を
有
す
る
シ
ン
グ
ル
ハ

ル
タ
ン
カ
ー
は
、
旗
国
が
認
め
れ
ば

2
0
1
5
年
以
降
も
船
齢

2
5
年
ま
で
使
用

で
き
る
。

 

（
1
）
原
則

2
0
1
0
年
ま
で
。

 

（
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第１頁  

第 125 冊、第 134 号  官報  2008 年 12 月 24 日  

<カルラ印> 

船舶検査に関する規則  

（No.34）  

2008 年  

――――――  

 

 1982 年タイ海域航行法（改正 13 版）第 12 条に改正された 1913 年タイ海域航行法

第 163 条、及び 1913 年タイ海域航行法第 165 条に基づき、MARINE DEPARTMENT

は Minister of Transportation の許可を得て、船舶検査に関する規則を下記に定める。 

第 1 項、  本規則を「2008 年（No.34）船舶に関する規則」という。  

第 2 項、  本規則は官報に公布された翌日から施行する。  

第 3 項、  「1999 年（No.27）船舶に関する規則」や本規則の条項に反し、ある

いは適合できない既存規則・規程を廃止し、本規則を代用する。  

第 4 項、  本規則において、  

（１）「船舶（Ship）」とは 1913 年タイ海域航行法及び改正法の如何な

る船舶で、海という環境でオペレーションをする船舶をいう。ま

た 、 水 中 翼 船 （ Hydrofoil boats ）、 エ ア ク ッ シ ョ ン 船

（ Air-CushioNvehicles）、 潜 水 艦 （ Submarsibles）、 不 動 艇

（Floating crafts）、固定式や浮動式プラットフォーム（Fixed or 

Floating platforms）を含む。  

（２）「有害物質（Harmful substance」とは、海に放出し、人体や海中

の資源・生物に害を及ぼす如何なる物資、自然の景観に被害をも

たらす物質、あるいは海事法に基づく合法的な活動に障害となる

物質、及び 1973 年の船舶による汚染の防止の国際条約に関する

1978 年 の 議 定 書 （ The international ConventioNfor the 

PreventioNof the PollutioNfrom Ships, 1973as modified by the 

Protocol of 1978） .  

規則 19 項．  

 1996 年 7 月 6 日以降に引き渡すオイルタンカーに関する二重船殻・二重底構造の

規則（Double Hull and double bottom requirements for oil tankers delivered oNor 

after 6July 1996）  

19.1 本規則は、1996 年 7 月 6 日以降に引き渡す積載重量 600 トン以上のオイル

タンカーに適用する。  

19.2 積載重量 5,000 トン以上のオイルタンカーは下記の規定に従うようにしなけ

ればならない。  

19.2.1 規則 19.3 項の規定。ただし、規則 19.4 項や規則 19.5 項の規定に既に従
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う場合を除く。あるいは、代わりに規則 18.12 項や規則 18.15 項に従うこ

ともできる。  

19.2.2 規則 28.6 項の規定のうち、既に適用されている部分。  

19.3 貨物タンクの周囲は、下記のように Wing tank やオイルタンクではないスペ

ースで防ぐようにしなければならない。  

19.3.1 Wing Tank やスペース（Wing tanks or spaces）  

Wing Tank やスペースは船の喫水深さいっぱいまで、あるいは船側の彎

曲線ではなく二重底上部から甲板までの高さを満たさなければならない。

また、Wing tank やスペースは、貨物タンク内部境界線のから船殻の内

部境界線まで、下記の w 以上の値の距離でなければならない。  

w = 0.5+ DW/20,0000 メートル  あるいは  

w = 2.0 メートル。ただし、値の少ない方を採用する。  

w の最小値は１メートルとする。  

19.3.2 二重底タンクとスペース（Double bottom tanks or spaces）  

如何なる断面でも、二重底やスペースの深さは、貨物タンクから船底の内

部境界線まで、下記の h 以上の値の距離でなければならない。  

h = B/15meter あるいは  

h = 2.0meter ただし、値の少ない方を採用する。  

h の最小値は１meter とする。  

19.3.3 ビルジ、あるいはビルジとはっきり決めていない箇所のエリア（TurNof 

the bilge or at locations without Aclearly defined turNof the bilge）  

h と w が違う値ならば、w の値を基準線上の 1.5h の高さからとする。  

19.3.4 バラストタンクの総計。（The aggregate capacity of ballast tanks）  

積載重量 20,000 トン以上の原油タンカーや積載重量 30,000 トン以上のオ

イル製品タンカーは、Wing tank の容積、二重底タンクの容積、船首タン

クの容積、船尾タンクの容積の総計は本規則 18．項に個別に規定されてい

るバラストタンクの総計以上でなければならない。本規則 18．項の規定を

達成するためにある Wing tank やスペース及び二重底のタンクは、貨物タ

ンク長さに沿うようにしなければならない。船の長さ方向のせん断応力を

緩和するための追加バラストタンクの容積、トリム等がその船のその他位

置にあってもよい。  

19.3.5 貨物タンクの吸引式ウェルズ（SuctioNwells iNcargo tanks）  

貨物タンクの吸引式ウェルズは二重底より下にあり、h の値を決める境界

性より下でなければならない。そして、吸引式ウェルズはできるだけ小さ

くする。また、吸引式ウェルズの最下部から船殻まで 0.5h 以上でなければ

ならない。  

19.3.6 バラストパイプと積載パイプ（Ballast and cargo piping）  

パラストタンクにつなぐ深さ確認用パイプや換気パイプなどのバラストパ
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イプは貨物タンクを貫通してはらない。また、貨物タンクにつなぐ積載パ

イプやその他類似パイプもバラストタンクを貫通してはらない。本規定を

適用除外は完璧な溶接が施される短いパイプの場合のみ。  

19.4 本規定は二重底タンクやスペースに適用する。  

19.4.1 規則 19.3.2 項に規定されている二重底タンクやスペースは、積載オイル

や船底の鋼鈑にかかるオイルの蒸気圧力がオイルと海水を防ぐように設計

し、下記方程式に従って、外部海水以上の圧力以下であるならば、免除さ

れる。  

f x hc x pc x g + p <= dNx ps x g 

ここで、  

hc  = 船底にからのオイル高さ。単位はメートル。  

pc  = オイルの最高密度。単位は立法メートル当たりキログラム。  

dN= 各積載状況における最少積載時の推定喫水。単位はメートル。 

ps  = 海水の比重。単位は立法メートル当たりのキログラム。  

p  = 貨物タンクに設置した真空バルブや圧力バルブの、大気圧より

高く設定してある最大圧力。単位はパスカル。  

f   = 安全率。1.1 に等しい。  

g = 重力加速度（9.81 メートル／秒）  

19.4.2 各水平方向の側壁は上記規則に従うために、B/6 あるいは 6 メートル以

上の高さになくてはならない。値の小さい方を採用する。ただし、基準線

から 0.6D を超えない。D とは船体中央における船内側壁の深さである。  

19.4.3 Wing Tank やスペースの位置は、規則 19.3.1 に従わなければならない。

ただし、貨物タンクの内部境界線が、規則 19.3.2 に基づく h を規定し、船

底まで基準線上の 1.5ｈ高さ以下で垂直に測れる場合を除く。  

19.5 オイルタンクのその他設計や建造方法について、19.3 規則の規定の代替方法

として選べる。ただし、衝突や座礁による有害物質の海上流失を防ぐ同等の

レベルでなければならない。また、国際海事機関（ IMO）の環境保護委員会

（MEPC）の決議 MEPC.110（49）に基づき、承認を得なければならない。 

19.6 積載重量 5 千トン以上のオイルタンカーは規則 19.3 と規則 19.4 に従わなけ

ればならない。または、  

19.6.1 二重底タンクやスペースを規則 19.3.2 に従い、ビルジ、あるいはビルジ

とはっきり決めていない箇所のエリアにおいて、下記 h の深さでなければ

ならない。   

h = B/15 メートル  

但し、h の最小値は 0.76 メートルである。  

また、貨物タンクの境界線は船中央にある船側境界線と並行でなければな

らない。  

19.6.2 各貨物タンクは下記値に従い、容量 700 立米以下でなければならない。
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ただし、Wing Tank やスペースが 19.3.1 規則に従った場合を除く。  

w = 0.4+ 2.4DW/20,000 メートル。  

但し、w の最小値は 0.76 メートルとする。  

19.7 1974年の海上における人命の安全のための国際条約の第 II-1/11条に基づき、

船側壁の前にある区域にオイルを積載してはならない。また、本規則で側壁

と仮定した位置における分離線と垂直にあり、側壁と交差する区域にオイル

を積載してはならない。  

19.8 オイルタンクの設計や建造に関する許可は本規則に従うとする。また、

Maritime Department が保守、Wing Tank, 二重底、区域などの安全に関す

る基準や手順を決める権限を有する。  

規則 20 項．  

 1996 年 7 月 6 日前に引き渡したオイルタンカーに関する二重船殻・二重底構造の

規則（Double Hull and double bottom requirements for oil tankers delivered oNor 

before 6July 1996）  

20.1 その他の規定がない限り、本規則は下記の場合に適用する。  

20.1.1 1996 年 7 月 6 日前に引き渡した、積載重量 5,000 トン以上のオイルタン

カーに適用する。  

20.1.2 1996 年 7 月 6 日前に引き渡し、規則 19 項と規則 28 項の 28.6 に従うオ

イルタンカーに適用しない。かつ  

20.1.3 本規則の規則 19.3.1 および規則 19.3.2、あるいは 19.4 及び規則 19.5 に

従い、本規則 20.1.1 項のオイルタンカーに適用しない。ただし、貨物タン

クの境界線から側壁や船底まで最小距離要件をすべての点において従わな

い場合を除く。この場合において、船側の保護距離は、タイプ２の貨物タ

ンクの設置に関する国際ケミカルコードに定める距離を下回らないものと

し、かつ、船底の保護は本規則の 18.15.2 規則の規定に従わなければなら

ない。  

20.2 本規則の適用上、  

20.2.1 重質ディーゼル油（Heavy diesel oil）とは、国際海事機関が認める方法  

で試験した際に、340℃を超えない温度で体積の 50%以上が蒸留するディ

ーゼル油の上流物以外の部分をいう。（ the AmericaNSociety for Testing 

and Material’s Standard Test Method （DesignatioND86）を引用）  

20.2.2 燃料油（Fuel oil）とは原油の重質上流仏または残留物も低はそれらの混

合物であって、国際海事機関が認める規格と同等の特性の熱又は力を生み

出す燃料として用いるものをいう。（ the AmericaNSociety for Testing and 

Material’s SpecificatioNfor Number Four Fuel Oil （DesignatioND396）  

or heavier を引用）  

20.3 本規則の適用上、オイルタンカーを次のカテゴリーに分類する：  

20.3.1 カテゴリー1 のオイルタンカー（Category 1oil tanker）とは、原油、燃料
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油、重質ディーゼル油または潤滑油を貨物として運搬する積載重量二万ト

ン以上のオイルタンカー、又はその他のオイルを運搬する積載重量三万ト

ン以上のオイルタンカーのうち、1982 年 6 月 1 日以降に引き渡したオイ

ルタンカーに関する規定に適合しないオイルタンカーという。  

20.3.2 カテゴリー2 のオイルタンカー（Category 2oil tanker）とは、原油、燃

料油、重質ディーゼル油または潤滑油を貨物として運搬する積載重量二万

トン以上のオイルタンカー、又はその他のオイルを運搬する積載重量三万

トン以上のオイルタンカーのうち、1982 年 6 月 1 日以降に引き渡したオ

イルタンカーに関する規定に適合するオイルタンカーという。  

20.3.3 カテゴリー3 のオイルタンカー（Category 3oil tanker）とは、積載重量

五千トン以上のオイルタンカーで、上記 20.3.1 規則や 20.3.2 規則に規定

される積載重量未満のオイルタンカーという。  

20.4 本規定が適用されるオイルタンカーは 2005 年 4 月 5 日または次の表に規定

される時期における当該船舶の引き渡し日に相当する日までに、本規則の

19.2 規則～19.5 規則、19.7 規則、19.8 規則、28.6 規則の規定に従わなけれ

ばならない。  

 

オイルタンカーの

カテゴリー  

時期  

カテゴリー1 1982年 4月 5日又はそれ以前に引き渡した船舶にあっ

ては 2005 年 4 月 5 日  

1982 年 4 月 5 日以降に引き渡した船舶にあっては

2005 年  

カテゴリー 2 及び

カテゴリー３  

1977年 4月 5日又はそれ以前に引き渡した船舶にあっ

ては 2005 年 4 月 5 日  

1977 年 4 月 5 日以降 1978 年 1 月 1 日以前に引き渡し

た船舶にあっては 2005 年  

1978年及び 1979年に引き渡した船舶にあっては 2006

年  

1980年及び 1981年に引き渡した船舶にあっては 2007

年  

1982 年に引き渡した船舶にあっては 2008 年  

1983 年に引き渡した船舶にあっては 2009 年  

1984 年以降に引き渡した船舶にあっては 2010 年  

 

20.5 本規則の規則 20.4 の規定に関わらず、オイルの運搬の用に供さない二重底又

は二重船側のいずれかた貨物タンクの全長にわたる構造が、本規則の規則

20.1.3 に規定される適用除外条件を満たしていない構造であるカテゴリー2
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又はカテゴリー3 のオイルタンカーについて、Maritime Department は次の

満足する条件として、本規則の規則 20.4 に規定される期日を超えて当該船舶

の運搬を継続することを認めることができる。  

20.5.1 当該船舶が 2001 年 7 月 1 日に就航していたこと。  

20.5.2 Maritime Department が上記 20.5.1 規則の条件に当該船舶が適合する

ことを証する公式記録を確認し、満足すること。  

20.5.3 上記に規定される当該船舶の条件が変更されていないこと。  

20.5.4 渡航の継続は、船舶引き渡し日から数えて船齢 25 年に達する日を超えな

いこと。  

20.6 引き渡し日から数えて 15年に達するまたは達したカテゴリー2又はカテゴリ

ー3 のオイルタンカーについて、海洋環境保護委員会が決議 MEPC.94（46）

や 改 正 決 議 と し て 採 択 し た 状 態 評 価 ス キ ー ム （ ConditioNAssessment 

Scheme, CAS）に適合することを条件として、運航の継続を認めることがで

きる。  

20.7 状態評価スキームの結果、当該船舶が運航の継続に適すると認められる場合

には、Maritime Department は、本規則の規則 20.4 に規定する日を超えて、

カテゴリー２又はカテゴリー3 のオイルタンカーの運航を継続することを認

めることができる。ただし、当該運航は 2015 年における当該船舶の引き渡

し日に相当する日にまたは引き渡しから 25 年に達する日の何れか早い日を

超えてはならない。  

20.8 許可、拒否、取り下げ、停止について、  

20.8.1 船舶に対して、本規則の 20.5 規則の適用を許可する、あるいは本規則の

20.7 規則の規定の適用を許可する、停止する、取り下げるまたは拒否する

場合、Maritime Department は国際海事機関に対して、速やかに通知しな

ければならない。  

20.8.2 Maritime Department は、以下の規定に適合して運航されるオイルタン

カーがその管轄権かにある港又は沖合ターミナルへの入港を拒否する権限

を有する。  

20.8.2.1 本規則の 20.5 規則によって、2015 年の引き渡し日を超えて運航さ

れるオイルタンカー。あるいは  

20.8.2.2 本規則の 20.7 規則によるオイルタンカー。  

この場合、Maritime Department は、国際海事機関に対して、速やかに

通知しなければならない。  

規則 21 項．  

 重 質 油 を 貨 物 と す る オ イ ル タ ン カ ー の 油 漏 れ 汚 染 防 止 （ PreventioNof oil 

pollutioNfrom oil tanker carrying heavy grade oil as cargo）  

21.1 本規則は下記の場合に適用する。  

21.1.1 重質油を貨物とする積載重量 600 トン以上のオイルタンカーに適用する。
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かつ  

21.1.2 本規則の規則 19.3.1および規則 19.3.2、あるいは規則 19.4及び規則 19.5

に従い、本規則 21.1.1 項のオイルタンカーに適用しない。貨物タンクの境

界線から側壁や船底まで距離が最小距離要件において従わない場合、船側

の保護距離は、タイプ２の貨物タンクの設置に関する国際ケミカルコード

に定める距離を下回らないものとし、かつ、船底の保護は本規則の規則

18.15.2 の規定に従わなければならない。  

21.2 本規則の適用上、重質油とは下記の油のことをいう。  

21.2.1 15℃で密度 900kg/m3 以上の原油  

21.2.2 15℃で密度 900kg/m3 以上又は 50℃で粘度（Kinematic Viscosity）が

180mm2/s 以上の燃料油  

21.2.3 ビチューメン、タール及びそれらの乳状液  

21.3 本規則に適用されるオイルタンカーは、当該船舶に適用する本規則の 20 規

則の規定の他に、本規則の 21.4 規則～21.8 規則までを従わなければならな

い。  

21.4 本規則の 21.5 規則、21.6 規則、21.7 規則に基づき、本規則の適用に適用さ

れるオイルタンカーは下記の規定に従わなければならない。  

21.4.1 積載重量 5 千トン以上のオイルタンカーは、2005 年 4 月 5 日までに、本

規則の規則 19 に従わなければならない。あるい。  

21.4.2 積載重量 600 トン以上、5 千トン以下のオイルタンカーについて、2008

年の当該船舶の引き渡し日に相当する日までに、本規則の 19.6.1 規則に基

づき二重底タンクやスペースを設置し、本規則の 19.3.1 規則に基づき

Wing tank やスペースを設置し、かつ本規則の 19.6.2 規則に基づき w に

関する距離規定に従わなければならない。  

21.5 重質油を貨物とする積載重量 5 千トン以上の船舶について、ダブルボトム又

はオイルを貨物としない貨物タンク長に沿うダブルサイドタンクを有する

オイルタンカー、あるいはオイルを貨物としない貨物タンク長に沿うダブル

ハルを有するオイルタンカーの内、本規則の 21.2 規則の除外規定にある最小

距離要件を満たさない船舶の場合、Maritime Department は下記条件におい

て、本規則の 21.4 規則に規定されている期限を超えて船舶運航を認めること

ができる。  

21.5.1 当該船舶が 2003 年 12 月 4 日に就航していたこと。  

21.5.2 Maritime Department が上記 21.5.1 規則の条件に当該船舶が適合する

ことを証する公式記録を確認し、満足すること。  

21.5.3 上記に規定される当該船舶の条件が変更されていないこと。  

21.5.4 渡航の継続は、船舶引き渡し日から数えて船齢 25 年に達する日を超えな

いこと。  

21.6 運航延長について  
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21.6.1 Maritime Department は、15℃で密度 900kg/m3 以上 945kg/m3 未満の

原油を貨物とする積載重量５千トン以上のオイルタンカーの運航について、

本規則の 20.6 規則に基づく検査を行い、当該船舶の積載重量、船齢、構造

から判断して、継続運航できると判断した場合、本規則の 21.4.1 規則に規

定する期限より長く延長することができる。ただし、引き渡し日から数え

て船齢 25 年を超えないとする。  

21.6.2 Maritime Department は、重質油を貨物とする積載重量 600 トン以上５

千トン以下のオイルタンカーの運航について、当該船舶の積載重量、船齢、

構造から判断して、継続運航できると判断した場合、本規則の 21.4.2 規則

に規定する期限より長く延長することができる。ただし、引き渡し日から

数えて船齢 25 年を超えないとする。  

21.7 Maritime Department は、重質油を貨物とする積載重量６００トン以上のオ

イルタンカーに対して、下記の場合において、本規則の規定を免除できる。 

21.7.1 当該船舶はタイ海域の内航海運のみに利用されるか、タイ海域における

重質の浮揚貯蔵船として利用される場合、下記条件を満たさなければなら

ない。  

21.7.1.1 本規則が適用される前に建造・引き渡され、重質油を貨物とする積

載重量５千トン以上のシングルハルタンカー（Single Hull Tanker）、又

はダブルボトムでサイドタンクがシングルハルのタンカー（Double 

Bottom Tanker）は 2010 年 12 月 31 日までに運航できる。期限を過ぎ

た場合、引き渡された日から数えて船齢 30 年以下の全船舶について、

Enhanced Survey Program （ ESP ） と 状 態 評 価 ス キ ー ム

（ConditioNAssessment Scheme, CAS）に適合すると判断出来た場合、

船齢 30 年まで運航の継続を認めることができる。  

21.7.1.2 本規則が適用される前に建造・引き渡され、重質油を貨物とする積

載重量 600 トン以上５千トン以下のシングルハルタンカー（Single Hull 

Tanker）、又はダブルボトムでサイドタンクがシングルハルのタンカー

（Double Bottom Tanker）は 2013 年 12 月 31 日までに運航の継続がで

きる。期限を過ぎた場合、引き渡された日から数えて船齢 30 年以下の

全船舶について、Enhanced Survey Program（ESP）に適合すると判断

出来た場合、船齢 30 年まで運航の継続を認めることができる。  

21.7.2 当該船舶は他国海域の内航海運のみに利用されるか、当該国海域におけ

る重質の浮揚貯蔵船として利用され、タイ国と当該国との合意で利用され

る場合。  

21.8 許可、拒否、取り下げ、停止について、  

21.8.1 船舶に対して、本規則の規則 21.5 規則、規則 21.6、規則 21.7 の適用を

許 可 す る 、 停 止 す る 、 取 り 下 げ る ま た は 拒 否 す る 場 合 、 Maritime 

Department は国際海事機関に対して、速やかに通知しなければならない。 
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21.8.2 Maritime Department は、本規則の規則 21.5 又は規則 21.6 の規定に適

合して運航されるオイルタンカーがその管轄権かにある港又は沖合ターミ

ナルへの入港を拒否する権限を有する。ただし、当該船舶は船舶や海上生

物 の 安 全 を 目 的 と し 、 運 航 す る 場 合 を 除 く 。 こ の 場 合 、 Maritime 

Department は、国際海事機関に対して、速やかに通知しなければならな

い。  

規則 22 項．船底やポンプルームの保護（Pump-room bottom protection）  

22.1 本規則は 2007 年 1 月 1 日以降に建造された積載重量 5 千トン以上のオイルタ

ンカーに適用する。  

22.2 ポンプルームはダブルボトムにして、各断面におけるダブルボトム幅やタンク

幅が、ポンプルーム床から船の基準線と直角に引き、船の基準線までの距離

h とし、下記の値以上でなければならない。  
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